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手洗いで感染予防を
　新型コロナウイルスの感染予防対策がとられている市内の保育所・幼
稚園・認定こども園。市保育所の新築工事が完了し、４月から新たに開
園した幼保連携型認定こども園「市こども園」でも、園児らの検温や手
洗いなどの対策が徹底されています。   （写真撮影：４月 13 日）



2020.5.1発行3 2

新型コロナウイルス感染症の
拡大を防ぐために

◆感染症対策の基本は「手洗い」・「咳エチケット」

気をつけましょう

◆３つの密を避けましょう

◆一般的な健康管理も大切です

◆新型コロナウイルスに関する相談窓口

咳エチケット

正しい手の洗い方

　４月７日、国が新型コロナウイルス感染症にかかる緊急事態宣言を行い、兵庫
県も緊急事態措置の実施区域となりました。淡路島内でも新型コロナウイルス感
染者が確認されるなど、予断を許さない状況です。感染拡大を防止するため、一
人ひとりが手洗い、咳エチケット、３つの密を避ける、不要不急の外出を控える
などの対策を徹底していただくようお願いします。

問健康課☎43-5218

　外出先からの帰宅時や調理の前後、食事前などこまめに手を洗いましょう。く
しゃみや咳が出るときは、しぶきにウイルスを含んでいるかもしれません。職場
や公共交通機関など、人の集まる場所では、咳エチケットを心がけましょう。

南あわじ市の対応や小中
学校の休業などの最新情
報は、市ホームページに
掲載しています。

　新型コロナウイルスへの対策として、クラスター（集団）の発生を防止することが重要です。日頃の生活で
３つの密（密閉空間・密集場所・密接場面）が重ならないように工夫しましょう。

　十分な睡眠とバランスのよい食事を心がけ、免疫力を高めましょう。また、空気が乾燥すると、のどの粘膜
の防御機能が低下します。乾燥しやすい室内では、適度な湿度（50～ 60％）を保ちましょう。

３つの条件がそろう場所がクラスター（集団）発生のリスクが高い！

爪は短く切っておき、時計や指輪は外しておきましょう

・発熱や風邪の症状がみられるときは、仕
事などを休み、外出を控えてください。

・新型コロナウイルス感染時には、嗅覚・
味覚に異常がみられることがあるとのこ
とですので、ご注意ください。

・毎日の検温を行うなど、体調管理に努
めましょう。自分が濃厚接触者となる可
能性もありますので、体温や行動の記
録をつけておくことをおすすめします。

石けんで洗い終わったら、十分に水で流し、清潔なタオルやペーパータオルでよく拭き取って乾かします

医療従事者、患者関係者などに対するいわれなき風評被害を防止するため、憶測や
デマなどに惑わされないよう冷静な対処をお願いします。

冷静かつ適切な対応を

特集　新型コロナウイルス感染症の拡大を防ぐために

内容 問合せ先 受付時間

総合相談窓口
（コールセンター）

 南あわじ市コールセンター
 ☎ 38-6831

 平日の 8：30 ～ 17：15
 ※ 5 月 2 日～ 6 日は開設

医療相談  兵庫県 24 時間対応コールセンター
 ☎ 078-362-9980  24 時間受付

医療相談  洲本健康福祉事務所（健康管理課） 
 ☎ 26-2062  平日の 9：00 ～ 17：30

その他の相談  兵庫県緊急事態措置コールセンター
 ☎ 078-362-9921  平日の 9：00 ～ 18：00

企業・事業者への融資等  市ホームページに企業・事業者向けの支援策を掲載しています。
 右の二次元コードからご覧いただけます。
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４
月
か
ら
市
内
の
小
中
学
校

に
入
学
す
る
子
ど
も
た
ち
を
交

通
事
故
か
ら
守
ろ
う
と
、
南
あ

わ
じ
交
通
安
全
協
会
（
柳
本

佳よ
し
ひ
ろ博
会
長
）
か
ら
市
教
委
に
、

夜
光
反
射
材
の
寄
贈
が
あ
り
ま

し
た
。

　
寄
贈
品
は
、
小
学
生
用
に
ラ

ン
ド
セ
ル
や
カ
バ
ン
な
ど
に
付

け
る
こ
と
が
で
き
る
「
反
射
御

守
く
ん
」
３
７
０
個
と
、
中
学

生
用
に
自
転
車
の
車
輪
に
付
け

新
入
生
に
夜
光
反
射
材

交
通
安
全
協
会
か
ら
寄
贈

令
和
２
年
国
勢
調
査

南
あ
わ
じ
市
実
施
本
部
を
設
置

　
今
年
10
月
１
日
を
調
査
期
日

と
し
て
、
令
和
２
年
国
勢
調
査

が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
国
の
最
も
重

要
な
統
計
調
査
と
し
て
行
わ

れ
、結
果
は
地
方
創
生
や
少
子
・

高
齢
化
対
策
な
ど
に
活
用
さ
れ

ま
す
。
市
で
は
、
調
査
の
円
滑

な
実
施
に
向
け
、
３
月
26
日
に

実
施
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

問
総
務
課
☎
43
・
５
０
０
１

　
兵
庫
県
農
業
共
済
組
合
が
設

立
さ
れ
、
県
内
の
農
業
共
済
事

業
が
同
組
合
に
一
本
化
さ
れ
ま

し
た
。

　
４
月
か
ら
は
、
新
た
に
建
て

ら
れ
た
同
組
合
南
あ
わ
じ
事
務

所
（
榎
列
上
幡
多
１
９
１
１
番

地
３
）
で
業
務
が
始
ま
り
、
市

役
所
で
行
っ
て
き
た
農
業
共
済

事
業
が
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

問
同
組
合
南
あ
わ
じ
事
務
所

　
☎
42
・
６
２
１
０

西
淡
志
知
小
学
校
で
閉
校
式

４
月
か
ら
「
志
知
小
学
校
」
が
開
校

　
学
校
統
合
に
よ
り
３
月
末
で

閉
校
と
な
っ
た
西
淡
志
知
小
学

校
で
、
３
月
24
日
に
閉
校
式
が

開
か
れ
ま
し
た
。
当
初
は
全
児

童
や
卒
業
生
、
地
域
住
民
ら
の

参
加
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
規
模
を
縮
小
。

５
年
生
10
人
と
教
職
員
ら
が
出

席
し
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
校
は
昭
和
33
年
創
立
で
、

62
年
間
で
１
１
７
２
人
の
卒
業

生
を
送
り
出
し
ま
し
た
。
４
月

か
ら
は
三
原
志
知
小
学
校
と
の

統
合
に
よ
り
「
志
知
小
学
校
」

が
開
校
。
校
舎
は
西
淡
志
知
小

学
校
の
施
設
を
使
用
し
ま
す
。

　
閉
校
式
で
は
、
校
歌
斉
唱
の

あ
と
、
市
教
委
へ
校
旗
が
返
納

さ
れ
ま
し
た
。
式
典
後
に
は
児

童
ら
が
屋
外
で
、
母
校
へ
の
思

い
を
込
め
て
紙
飛
行
機
を
飛
ば

し
ま
し
た
。
同
小
５
年
の
澤
内

裕ゆ
う
せ
い正

さ
ん
は
「
閉
校
は
寂
し
い

け
ど
新
し
い
学
校
で
も
楽
し
く

生
活
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

る
「
サ
イ
ク
ル
リ
フ
レ
ク
タ
ー
」

４
２
０
個
。
各
小
中
学
校
を
通

じ
て
、
入
学
し
た
子
ど
も
た
ち

に
配
ら
れ
ま
し
た
。

屋外で紙飛行機を手にする児童ら浅井教育長に寄贈の目録を手渡す柳本会長（左）

市役所本館３階の総務課に実施本部を設置新たに建設された県農業共済組合南あわじ事務所

県
農
業
共
済
組
合
が
設
立

新
事
務
所
で
事
業
開
始

寄
贈
品
の
反
射
御
守
く
ん（
上
）と
サ
イ
ク

ル
リ
フ
レ
ク
タ
ー（
下
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
係
る
施
策
に
つ
い
て
の

記
者
発
表

南あわじ市長 守本 憲弘

住民力こそ南あわじ市の最大の強み！
共にこの困難を乗り越えましょう

農学部新入生の受け入れ
　本年度の入学宣

誓式は新型コロナ

ウイルスの感染防

止対策として、残

念ながら中止となり

ましたが、南あわじ志知キャンパスには学部生 69 名

（内２年次編入生１名）、大学院（修士課程）生３

名が入学しました。

　講義開始は５月からとなりますが、すでに南あわじ

市内のアパートに入居している学生もおり、キャンパ

スでの新生活を心待ちにしています。

　南あわじ市民の皆さまにおかれましても新入生が

アルバイトなど生活の面でお世話になることも多々あ

ると思われます。ご指導のほどよろしくお願いします。

　４月７日、安倍首相が新型コロナウイルス感染症にかかる
緊急事態宣言を行い、兵庫県も緊急事態措置の実施区域と
なってから早くも４週目となりました。全世界に感染が拡大し、
日本、兵庫県も例外ではありません。４月16日には、淡路
島でも３人目の感染者が確認され、ますます予断を許さない
状況が続いています。
　既にいろいろなところで言われていますが、市民の皆さま
に改めて次のような感染拡大防止対策をお願いしたいと思い
ます。
(1) 不要不急の外出や、三密といわれる「３つの条件の重な
り」❶換気の悪い密閉空間❷多くの人が密集❸近距離
での会話や発声（密接）を避ける。

(2)こまめな手洗いや消毒に努め、人混みではマスクを着用
する。

(3) 毎日検温し、熱、せきなど、異常があればむやみに外出
しない。

　市役所庁舎におきましても、午前・午後の一斉換気や市
民の皆さん方の待合スペースでの間隔の確保、終業後の庁
舎内のこまめな消毒作業など、感染予防に努めております。
ご不便をおかけする場合もあるかと存じますが、ご理解・ご
協力をお願い申しあげます。

　本市においては、新型コロナウイルス感染症対策について
の国・県の緊急経済対策の実施に加え、それらを補完する
市の施策の展開を行うため、４月末の臨時議会に補正予算
を提案させていただきました。
　南あわじ市の基幹産業である農畜水産業、本来であれば、
春の大潮で多くの観光客が訪れる鳴門海峡の渦潮や 500
余年の伝統を誇る淡路人形浄瑠璃をはじめ、多くの観光施
設、旅館、ホテルや商工業も売り上げが大きく落ち込み、休
業も増えている現状にあります。国の個人向け給付金をはじ
めとする各支援策について、スピード感をもって対応できるよ
う、十分な準備を行っています。
　特に市民の皆さんの関心が高い、個人や事業主の方々へ
の給付金等については、市でも電話での相談を受け付ける
コールセンターを立ち上げ、対応してまいります。問合せ電
話番号等については、今月号の広報紙の３ページに掲載し
ています。
　また、南あわじ市商工会や南あわじ市社会福祉協議会に
もご理解をいただき、具体的な相談に対応できる窓口体制を
立ち上げています。
　市民の皆さんには、ご不便をおかけする部分も多 あ々るか
と存じますが、今こそ南あわじ市の強みである強力な住民力
を発揮していただいて、市民一丸となってこの状況を乗り切っ
ていくときであると思います。市といたしましても、職員が全力
で対応いたしますので、どうぞよろしくお願い申しあげます。
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規
、
河
尻
将
登

前
田
　
亮
、
川
上
友
輔

居
内
裕
樹

市
民
福
祉
部

部
長
　
西 

庄
　
　
登

副
部
長
（
子
育
て
の
喜

び
が
見
え
る
ま
ち
づ
く

り
推
進
調
整
担
当
）　 

　
　
　
前 

田
　
秀 

美 

副
部
長
（
福
祉
担
当
）

　
　
　
齋 

藤
　
浩 

二

【
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
】

課
長
　
船
本
有
美

職
員
　
髙
瀬
真
弓

山
野
絵
美
、
西
川
純
歩

大
上
聡
美
、
雨
堤
知
世

秦
　
優
子
、
上
田
千
春

安
田
由
美
、
大
西
重
三
子

河
崎
裕
美
、
東
　
智
美

楠
原
靖
人
、
土
居
久
代

川
上
幸
恵
、
岡
田
　
誠

村
上
奈
々
、
谷
口
裕
佳

【
税
務
課
】

課
長
　
山
﨑
稔
弘（
再
）

収
納
対
策
室
長

　
　
　
島
田
美
穂

職
員
　
松
本
奈
生
子

澤
田
晋
吾
、
小
松
律
子

興
津
育
子
、
助
嶋
　
透

川
添
卓
也
、
本
田
和
也

長
濱
美
海
子
、
古
川
祥
司

椚
田
華
緒
理
、
内
山
賢 

一 

入
谷
恵
祐
、
松
崎
彩
加

澤
田
若
菜
、
笹
山
幸
来

碇
　
真
紀
、
泊
　
友
里

名
尾
卓
人
、
前
川
知
住

河
尻
春
奈
、
入
谷
和
佳

松
﨑
宏
美
、
林
め
ぐ
み

眞
野
　
瑞
、
八
木
瑞
季

柏
木
綾
乃

【
健
康
課
】

課
長
　
赤
松
裕
子

職
員
　
河
井
美
和

島
　
誠
（
再
）

西
谷
由
佳
、
安
部
こ
ず
恵

位
高
千
秋
、
山
口
江
美

荒
木
柳
子
、
河
辺
史
子

内
原
孝
美
、
真
野
多
江

廣
瀬
成
史
、
汐
後
佳
世
子

肥
田
理
江
、
樫
野
尚
子

古
池
美
穂
、
曽
根
英
次

川
端
佳
奈
、
谷
村
　
愛

坂
本
友
恵

産
業
建
設
部

部
長（
総
合
調
整
担
当
）

　
　
　
和
田
昌
治（
再
）

部
付
部
長（
商
工
観
光
・

教
育
連
携
担
当
）

　
　
　
川 

上
　
洋 

介

部
付
部
長（
農
林
水
産
担
当
）

　
　
　
岩 

城
　
数 

馬

【
商
工
観
光
課
】

課
長
　
西
岡
義
文
　

観
光
交
流
・
施
設
室
長

　
　
　
福
原
敬
二（
再
）

職
員
　
東
　
和
幸

佐
々
木
祐
輔
、
前
川
正
英

武
市
知
也
、
河
野
沙
織

大
原
有
香
、
大
谷
悠
人

【
農
林
振
興
課
】

課
長
　
濱
田
成
章

鳥
獣
対
策
室
長

　
　
　
山
家
光
泰

職
員
　
杉
本
年
美

原
坂
浩
司
、
堀
川
昌
志

正
木
充
穂
、
阿
在
祐
輔

砂
川
貴
弘
、
中
島
央
貴

田
中
哲
平
、
箕
浦
彰
子

【
食
の
拠
点
推
進
課
】

課
長
（
濱
田
農
林
振
興

課
長
兼
務
）

職
員
　
土
井
孝
行

【
水
産
振
興
課
】

課
長
　
興
津
武
秀

職
員
　
庄
田
光
男

木
場
大
登
、
徳
梅
麗
子

【
農
地
整
備
課
】

課
長
　
土
井
　
勤

職
員
　
前
田
有
治

東
根
崇
弘
、
上
田 

一 

路

前
川
祥 

一 

、
深
川
雄
次

池
本
達
哉
、
浦
﨑
基
代

小
丸
明
子
、
島
田
智
章

榎
本
孝
太
郎
、
粂
川
義
雅

岡
本
直
樹
、
須
方
駿
介

沖
　
冴
紀
、
小
阪
脩
人

【
建
設
課
】

課
長
　
新
地
重
幸

職
員
　
村
上
雅
文

秦
　
伸
行
、
清
水
信
彰

彦
坂
和
宏
、
森
　
正
和

小
林
智
幸
、
大
濵
　
貢

的
崎
義
彦
、
酒
部
美
里

橋
本
正
人
、
榎
本
康
孝

興
津
佑
治
、
田
村
大
輔

中
川
世
理
奈
、
増
田
敦
大

中
谷
勇
太
、
香
井
裕
大
郎

【
下
水
道
課
】

課
長
　
倉
本
雅
文

職
員
　
三
宅
哲
也

魚
谷
英
生
、
北
井 

一 

也

高
田
智
之
、
原
田
弥
生

古
川
実
香
、
中
谷
　
晃

古
川
善
基
、
浦
﨑
健
次

久
保
友
紀
子

【
建
築
技
術
室
】

部
付
課
長
兼
建
築
技
術

室
長
　
井
上
拓
也

職
員
　
生
田
ひ
か
る

並
木
慶
彰

松
本
廣
明
（
特
）

会
計
課

会
計
管
理
者（
副
部
長
）

兼
会
計
課
長

　
　
　
河 

井
　
達 

雄

職
員
　
中
村
紀
美

土
居
真
夕
、
真
野
律
子

大
西
隆
光

教
育
委
員
会

教
育
次
長
（
部
長
）

　
　
　
仲 

山
　
和 

史

教
育
次
長
補（
副
部
長
）

　
　
　
大 

住
　
武 

義

【
教
育
総
務
課
】

課
長
　
中
村
尚
之

職
員
　
廣
瀬
ち
さ

森
崎
研 

一 

、
角
所
亮
史

佐
々
木
友
美
、
野
上
典
子

土
居
祐
介
、
山
口
実
富
雄

【
学
校
教
育
課
】

課
長
（
大
住
教
育
次
長

補
兼
務
）

職
員
　
上
原
　
泉

白
木
誠 

一 

、
長
尾
通
稔

藤
本
和
宏
（
再
）

居
神
さ
ゆ
り
、
前
川
恭
範

松
本
潤
子
、
森
下
亜
紀
子

【
社
会
教
育
課
】

課
長
　
福
田
龍
八

職
員
　
山
﨑
千
和
紀

秀
　
充
浩
、
真
野
匡
史

市

長

　
　

守
　
本
　
憲
　
弘

副
市
長

　
　

馬
　
部
　
総
一
郎

教
育
長

　
　

浅
　
井
　
伸
　
行

印
部
泰
男
、
西
野
実
希

竹
内
ま
り
の

【
体
育
青
少
年
課
】

課
長
　
阿
部
志
郎

職
員
　
前
川
倫
章

前
谷
光
宣
、
西
岡
幸
子

柏
木
映
理
子
、
喜
田
啓
義

冨
山
裕
貴
、
斉
藤
浩
平

土
井
絢
賀
、
國
中
唯
人

選
挙
管
理
委
員
会

【
事
務
局
】

書
記
長
　
稲
本
幸
児

書
記
次
長
　
榎
本
　
新

書
記
　
江
本
大
志

足
立
達
矢

監
査
委
員
・
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会

【
事
務
局
】

事
務
局
長
（
課
長
）（
稲

本
選
挙
管
理
委
員
会
書

記
長
兼
務
）

職
員
（
選
挙
管
理
委
員
会

榎
本
・
江
本
・
足
立
兼
務
）

農
業
委
員
会

【
事
務
局
】

事
務
局
長
（
課
長
）

　
　
　
松
山
　
勤

職
員
　
船
本
武
身

榎
本
寛
子
、
孝
田
　
歩

出
先
機
関

【
沼
島
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
（
沼
島
出
張
所

沼
島
地
区
公
民
館
）】

所
長
兼
館
長

　
　
　
山
見
嘉
啓（
再
）

職
員
　
新
地
美
里

増
井 

一 

馬

【
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
】

所
長
（
中
嶋
市
民
協
働

課
長
兼
務
）

【
衛
生
セ
ン
タ
ー
】

所
長（
廣
内
環
境
課
長
兼
務
）

職
員
　
山
田
雅
文

喜
田
雅
史
（
再
）

別
所
正
俊
、
東
　
大
輔

【
火
葬
場
】

職
員
　
菊
川
政
次

佐
藤
譲
二

【
広
田
保
育
園
】

所
長
　
山
﨑
あ
け
み

職
員
　
池
尻
真
希

西
野
敦
子
（
再
）

吉
田
明
代
（
再
）

秋
田
昌
代
、
波
戸
樹
里

川
上
千
裕
、
入
谷
真
由

出
田
百
華

【
倭
文
保
育
園
】

所
長
　
田
村
佐
代
子

職
員
　
奥
野
み
の
り

勘
如
京
子
（
再
）

中
川
照
己
（
再
）

喜
田
さ
つ
き
、
白
瀬
奈
央

【
榎
列
保
育
所
】

所
長
　
鯉
森
あ
ず
さ

職
員
　
藤
井
奈
美

上
田
千
加
、
田
浦
新
太
郎

深
川
紗
知
代
、
山
下
咲
希

【
八
木
保
育
所
】

所
長
　
森
本
美
代
子

職
員
　
角
所
ゆ
か
り

藤
本
純
子
（
再
）

西
　
明
子
、
原
田
こ
こ
ろ

松
野
紗
希

【
市
こ
ど
も
園
】

園
長
　
本
田
　
睦

職
員
　
岡
本
佳
子

西
尾
美
由
紀

山
﨑
　
泉
（
再
）

山
口
美
保
子
（
再
）

阿
部
麻
祐
子
、
川
原
裕
美
子

雨
堤
裕
子
、
森
　
愛
華

土
居
祐
未
、
原
田
知
江

【
神
代
保
育
所
】

所
長
　
奥
村
裕
子

職
員
　
北
川
の
ぞ
み

山
崎
育
子

宗
田
幸
恵
（
再
）

横
山
侑
耶

【
志
知
保
育
所
】

所
長
　
森
下
さ
お
り

職
員
　
近
藤
知
加
子

海
部
美
文
（
再
）

南
　
雅
子
（
再
）

佐
藤
　
航

【
賀
集
保
育
所
】

所
長
　
田
中
利
佳

職
員
　
白
瀬
美
和

山
口
由
加
子
（
再
）

前
田
美
悠
紀
、
椿
野
有
唯

継
木
孝
衣
、
堀
川
真
季

中
島
百
合
菜

【
北
阿
万
保
育
所
】

所
長
　
谷
田
リ
カ

職
員
　
土
居
美
帆

田
村
恵
奈

片
山
明
子
（
再
）

柴
折
春
奈

【
阿
万
保
育
所
】

所
長
　
石
井
真
由
美

職
員
　
川
崎
貴
子

高
松
律
子
（
再
）

向
登
志
光
、
林
　
眞
輝

金
谷
緋
音

【
伊
加
利
こ
ど
も
園
】

園
長
　
久
井
和
美

職
員
　
沖
　
香

向
　
洋
美
、
釜
谷
里
香

【
湊
幼
稚
園
】

園
長
　
森
い
つ
み

職
員
　
砂
尾
珠
美

山
下
園
加
、
落
合
有
寿
加

【
津
井
幼
稚
園
】

園
長
　
欅
田
由
香

職
員
　
太
田
千
香
子（
再
）

川
淵
　
唯
、
奥
田
夢
加

【
志
知
幼
稚
園
】

園
長
　
中
田
叶
江

職
員
　
藤
本
裕
美

森
本
明
日
香

【
児
童
館
】

館
長（
前
田
副
部
長
兼
務
）

職
員
　
松
本
典
浩（
再
）

【
阿
那
賀
診
療
所
・
伊

加
利
診
療
所
】

所
長
　
大
鐘
稔
彦（
会
）

職
員
　
齋
藤
美
穂

【
灘
診
療
所
】

所
長
　
宮
﨑
美
枝（
会
）

職
員
　
北
川
和
美

【
沼
島
診
療
所
】

所
長
　
横
山
龍
治

職
員
　
川
口
明
代

【
淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
】

所
長
　
田
原
和
彦

【
中
央
公
民
館
】

館
長
　
北
口
　
力（
再
）

職
員
　
阿
萬
野
真
司

古
川
浩
司
、
福
田
晃
久

奥
野
祥
子
、
藤
田
隆
翁

【
給
食
セ
ン
タ
ー
】

所
長
　
森
崎
重
夫

職
員
　
岡
本
未
喜
子

姥
谷
和
彦
（
再
）

原
　
雅
世
（
再
）

山
本
八
千
代
（
再
）

職
員
　
藤
本
龍
也

天
羽
達
也
、
野
上
尚
義

【
兵
庫
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
】

職
員
　
濵
口
知
明

【
兵
庫
県
農
業
共
済
組
合
】

職
員
　
柴
田
泰
子

児
玉
光
男
、
原
　
匡
宏

宮
本
勇
輝
、
坂
本
真
望

【 

一 

般
社
団
法
人
淡
路

島
観
光
協
会
】

職
員
　
土
居
正
典

【 

一 

般
財
団
法
人
淡
路

島
く
に
う
み
協
会
】

職
員
　
長
谷
佑
愛

【
独
立
行
政
法
人
国
立

淡
路
青
少
年
交
流
の
家
】

職
員
　
田
中
か
お
り

【
南
三
陸
町
災
害
復
興

支
援
派
遣
】

職
員
　
塩
田
祐
子

【
丸
森
町
災
害
復
興
支
援
派
遣
】

職
員
　
岡
内
優
貴

【
南
あ
わ
じ
市
退
職
者
】

令
和
２
年
３
月
31
日
付

退
職
者
は
次
の
通
り
。

山
﨑
稔
弘
、
北
口
　
力

和
田
昌
治
、
原
口
言
美

岡
本
良
次
、
島
　
　
誠

藤
江
朝
子
、
太
田
千
香
子

中
野
富
美
子
、
澤
田
浩
明

坂
田
真
由
美
、
田
口
益
代

原
田
智
世
、
三
井
梨
央

森
高
愛
弓
、
姥
谷
和
彦

山
本
八
千
代
、
原
　
雅
世

【
国
・
県
か
ら
の
派
遣

期
間
が
満
了
す
る
者
】

青
島 

一 

路
、
古
林
智
宏

山
川
直
樹
、
宮
内
　
博

【
経
済
産
業
省
】

職
員
　
阿
部
沙
織

【
農
林
水
産
省
】

職
員
　
濟
藤
貴
志

【
兵
庫
県
企
画
県
民
部
防

災
企
画
局
防
災
企
画
課
】

職
員
　
赤
坂
俊
彰

【
淡
路
県
民
局
県
民
交

流
室
未
来
島
推
進
課
】

職
員
　
久
留
米
三
四
郎

【
淡
路
県
民
局
交
流
渦

潮
室
交
流
渦
潮
課
】

職
員
　
濱
岡
寛
二

【
淡
路
県
民
局
洲
本
土

地
改
良
事
務
所
】

職
員
　
大
原
圭
史

小
西
琢
也

【
淡
路
県
民
局
総
務
企

画
室
総
務
防
災
課
】

職
員
　
細
川
隆
弘

【
淡
路
広
域
水
道
企
業
団
】

南
あ
わ
じ
市
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
長
（
課
長
）

　
　
　
谷
口
伸
治

職
員
　
船
木
茂
浩

田
村
文
明
、
田
中
章
次

野
尻
智
康
、
柏
木
真
樹

千
川
佳
奈
、
磯
見
俊
仁

川
添
雅
弘
、
児
嶋
勇
典

雨
堤
剛
史

【
淡
路
広
域
行
政
事
務
組
合
】

次
長
　
三
明
耕
司

職
員
　
郷
　
佳
広

西
久
保
絵
理

【
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合
】

職
員
　
川
口
智
弘

福
井
真
美

【
洲
本
市
南
あ
わ
じ
市

衛
生
事
務
組
合
】

島
田
幸
嗣
、
喜
多
し
げ
み

平
山
　
晃
、
玉
久
保
透

田
浦
丈
二
、
木
田
和
秀

山
口
英
明

【
南
淡
中
学
校
】

職
員
　
斉
藤
　
薫

【
福
良
小
学
校
】

職
員
　
本
庄
淳
子（
再
）

【
市
立
図
書
館
】

館
長
（
福
田
社
会
教
育

課
長
兼
務
）

職
員
　
西
岡
雅
樹

釣
島
章
継
、 　一 

井
奈
美

【
玉
青
館
】

館
長
（
福
田
社
会
教
育

課
長
兼
務
）

職
員
　
坂
本
温
代

【
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所
】

所
長
（
福
田
社
会
教
育

課
長
兼
務
）

職
員
　
山
崎
裕
司

定
松
佳
重
、
坂
口
弘
貢

的
崎
　
薫
、
藤
本
佳
幸

【
働
く
婦
人
の
家
】

館
長
（
福
田
社
会
教
育

課
長
兼
務
）

職
員
　
安
田
文
子

【
三
原
健
康
広
場
】

所
長
（
阿
部
体
育
青
少

年
課
長
兼
務
）

職
員
　
原
田
高
行

【
文
化
体
育
館
】

館
長
（
阿
部
体
育
青
少

年
課
長
兼
務
）

職
員
　
中
野
富
美
子（
再
）

江
本
典
隆

派
遣
職
員
等

【
総
務
省
】

職
員
　
向
井
　
聡

67
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（再）＝再任用、（特）＝特定任期付職員、（会）＝会計年度任用職員（再）＝再任用、（特）＝特定任期付職員、（会）＝会計年度任用職員
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坂さ
か
も
と本

　
友と
も
え恵（

保
健
師
）

健
康
課

頼
っ
て
い
た
だ
け
る
保

健
師
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

谷た
に
む
ら村

　
愛め
ぐ
み（

保
健
師
）

健
康
課

仕
事
を
通
し
て
、
自
分

自
身
も
成
長
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

堀ほ
り
か
わ川

　
真ま

き季（
保
育
士
）

賀
集
保
育
所

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

日
々
成
長
し
て
い
き
信

頼
で
き
る
保
育
士
に

な
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

玉た
ま
く
ぼ
久
保
美み

き希
（
一
般
）

総
務
課

ふ
る
さ
と
南
あ
わ
じ
市
の

こ
と
を
も
っ
と
知
り
、
貢

献
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す
。

小こ
さ
か阪

　
脩し
ゅ
う
と人

（
一
般
）

農
地
整
備
課

早
く
仕
事
に
慣
れ
、
南

あ
わ
じ
市
の
職
員
と
し

て
南
あ
わ
じ
市
に
尽
力

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

香か

い井
裕ゆ
う
た
ろ
う

大
郎
（
一
般
）

建
設
課

新
社
会
人
と
し
て
何
事

に
も
真し
ん
し摯
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

谷た
に

　
奈な
な
み南

（
一
般
）

子
育
て
ゆ
め
る
ん
課

何
事
に
も
前
向
き
に
、

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
信

頼
さ
れ
る
職
員
を
め
ざ

し
ま
す
。

出い
で
た田

　
百も

も
か華（

保
育
士
）

広
田
保
育
園

子
ど
も
た
ち
と
楽
し
く

過
ご
し
、
笑
顔
溢
れ
る

保
育
を
め
ざ
し
て
一
生

懸
命
頑
張
り
ま
す
。

國く
に
な
か中

　
唯ゆ
い
と人

（
一
般
）

体
育
青
少
年
課

社
会
人
１
年
目
で
わ
か

ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で

す
が
何
事
も
全
力
で
取

り
組
み
ま
す
。

足あ
だ
ち立

　
達た
つ
や矢

（
一
般
）

監
査
委
員
事
務
局

大
好
き
な
南
あ
わ
じ
の
た

め
に
、
何
事
に
も
全
力
で

取
り
組
み
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

金か
な
た
に谷

　
緋あ
か
ね音（

保
育
士
）

阿
万
保
育
所

笑
顔
を
忘
れ
ず
、
よ
り

良
い
保
育
が
で
き
る
よ

う
、
一
生
懸
命
頑
張
り

ま
す
。

中な
か
じ
ま島
百ゆ

り

な
合
菜（
保
育
士
）

賀
集
保
育
所

子
ど
も
が
楽
し
め
る
保

育
を
心
が
け
、
周
り
の

人
に
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
頑
張
り
ま
す
。

土ど

い居
　
祐ゆ

み未（
保
育
教
諭
）

市
こ
ど
も
園

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
に
寄

り
添
い
、
安
心
で
き
る
大

好
き
な
居
場
所
と
な
り
た

い
で
す
。

※
一
般
＝
一
般
行
政
職

89

令
和
２
年
度

新
規
採
用
職
員
の
紹
介

大お
お
た
に谷

　
悠ゆ

う
と人

（
一
般
）

商
工
観
光
課

生
ま
れ
育
っ
た
南
あ
わ

じ
市
に
恩
返
し
で
き
る

よ
う
に
、
精
一
杯
頑
張

り
ま
す
。

　伊
いざなぎのみこと

弉諾尊、伊
いざなみのみこと

弉冉尊の２柱の神様が最初に生んだとされる特別
な島「淡路島」の物語を楽しみながら学ぶことができるスマホ用
ロールプレイングゲームが好評配信中です。
利用方法　「AppStore」または「GooglePlay」より無料ダウ
ンロード（アプリ内課金有、課金による収入の
一部を淡路島日本遺産事業運営資金として活用）
問商工観光課 ☎ 43-5221

有害鳥獣にご注意ください
問農林振興課鳥獣対策室☎43-5223

　特にイノシシは、住宅地でもエサが簡単に手に入ると認
識してしまうと頻繁に出没するようになります。
　イノシシなどを寄せつけないために、日頃の行動として
次の点を心がけましょう。

南あわじ市では、猟友会・地域と連携し、鳥獣被害対策として次の取り組みを実施しています。

ワナによる捕獲や銃猟な
ど、猟友会の活動を支援
します。

猟師の高齢化が進む中、
狩猟資格取得の補助や体
験会の開催などにより、
担い手育成を図ります。

専門家の派遣や研修会の
開催などにより、鳥獣害
に強い集落づくりを推進
します。

集落で実施する柵の整備
などの鳥獣被害対策を支
援します。

　希望する自治会に
注意看板（40 ㌢×
60 ㌢）をお渡しし
ています。
　詳しくはお問合せ
ください。

❶生ごみや野菜残さの放置をしない
　　エサ場として認識されるおそれがあります。

❷住宅周辺の草刈りを実施する
　　身を隠せる場所を作らないことが大切です。

・イノシシは臆病なので、ほとんどの場合はそのまま逃げていきます。
・出会ってしまったときは、背中を見せずに静かにゆっくりと後退し、すぐにその場を立ち去
りましょう。

・決して威嚇したり、追い払おうとしないでください。

有害鳥獣を近づかせないために

注意看板を配布しています

捕獲活動

猟師の担い手育成 地域への啓発

農作物等の被害対策

イノシシに遭遇してしまった時は

南あわじ市の取り組み

シカやイノシシなど有害鳥獣被害についてお悩みの際は、農林振興課鳥獣対策室までご相談ください。
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今月の納税
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入会説明会のご案内
日時　❶ 5 月 13 日（水）午後 1 時 30 分～
　　　❷ 5 月 27 日（水）午後 1 時 30 分～
場所　南あわじ市シルバー人材センター（旧緑庁舎）1 階
内容　シルバー人材センターの仕組み、活動内容、働き方
　　　などについて説明します。

60 歳以上のみなさん
シルバー会員になってみませんか ?

（公社）南あわじ市シルバー人材センター
　〒656-0122　南あわじ市広田広田1064番地（旧緑庁舎）1階

  TEL ／ 0799-45-0171    FAX ／ 0799-45-1814

みなさんのお役に立ちます !                             
                        お気軽にお電話下さい
○植木剪定　○農作業　○除草・草刈　○軽作業
○清掃　　　○大工・左官仕事　　　○施設管理
○毛筆筆耕　○生活支援（掃除・洗濯）など

松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

検 索

～ 新しい夢の『はじまり』を創るために ～ 従業員募集中！

　
水
道
料
金
福
祉
減
免
制
度
お
よ
び

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
視
聴
支
援
金
交
付

制
度
の
廃
止
に
伴
い
、
経
済
的
な
負

担
の
軽
減
を
目
的
と
し
た
補
助
金
交

付
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

制
度
の
名
称　
南
あ
わ
じ
市
水
道
基

本
使
用
料
等
生
活
支
援
福
祉
補

助
金

対
象
者
・
条
件
・
補
助
金
額

　
左
表
の
と
お
り

水道基本使用料等生活支援福祉補助金制度について
問福祉課☎43-5216

お知
らせ

補
助
対
象
期
間　
４
月
～
12
月
の
う

ち
、条
件
に
該
当
す
る
期
間（
月
単

位
）

申
請
に
必
要
な
書
類　
支
払
い
状
況

お
よ
び
契
約
状
況
の
わ
か
る
書
類

な
ど

申
請
の
受
付
期
間

　
令
和
３
年
１
月
中
旬
～

※
詳
細
は
今
後
、広
報
紙
等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す

区分 条件等 補助金額

高齢者のみ
の世帯

世帯全員が70歳以上で、前年度の合計
所得金額と年金収入の合計額が次の金
額以下の世帯
単身：120万円以下
２人：190万円以下
３人：240万円以下
※専従者給与の受給者でないこと
※市民税課税者に扶養されている人を
除く

口径にかかわらず、
月額403円
※eo光加入世帯は
月額1,210円

障害者が
いる世帯

世帯員のうち手帳を有し、世帯全員が市
民税非課税

ひとり親
世帯 児童扶養手当の全部支給対象者

区分 補助金額

生活保護世帯
テレビ利用料の月額1,650円を上限とする金額。ケーブル
テレビ民間化により電話が無くなった世帯はeo光電話の
月額1,457円を上限に加算

　
４
月
１
日
に
お
い
て
、
恩
給
法
に

よ
る
公
務
扶
助
料
や
戦
傷
病
者
戦
没

者
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
等
の

受
給
者
が
一人
も
い
な
い
場
合
に
特

別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
対
象

と
な
る
人
は
、
請
求
期
間
内
に
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
者　
戦
没
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

の
う
ち
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順

位
の
ご
遺
族
お
一
人
で
す
。

❶
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ

る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得

し
た
人

❷
戦
没
者
等
の
子

❸
戦
没
者
等
の
⑴
父
母
⑵
孫
⑶

祖
父
母
⑷
兄
弟
姉
妹

❹
戦
没
者
等
の
三
親
等
内
の
遺

族

※
戦
没
者
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き

１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し

て
い
た
人
に
限
り
ま
す

支
給
内
容　
額
面
25
万
円
、
５
年
償

還
の
記
名
国
債
（
毎
年
５
万
円
を

償
還
）

請
求
期
限　
令
和
５
年
３
月
31
日

請
求
窓
口　
福
祉
課

※
詳
し
く
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

戦没者等のご遺族の皆さまへ

第 11 回特別弔慰金が
支給されます

お知
らせ

問福祉課☎43-5216

自
動
車
税
（
種
別
割
）
の

　
納
期
限
は
、
６
月
１
日
（
月
）

　
納
税
は
お
近
く
の
銀
行
・
農
協

な
ど
の
金
融
機
関
、
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
・
郵
便
局
、
兵
庫
県
指
定
の

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
全
国

の
店
舗
）、
県
税
事
務
所
、
ま
た

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
６
月
１
日
（
月
）

ま
で
に
お
忘
れ
な
く
！

自動車税の納期限
問洲本県税事務所☎ 26-2032

案内
軽自動車税・・・・・・・・・【全　期】

（種　別　割）  　  　　　　　　　　　

固定資産税・・・・・・・・・【 1 期】

納期限　6月1日(月)
※納税通知書の内容をご確認ください

安全・確実な口座振替の利用が便利です
問税務課☎43-5213

植物防疫推進表彰 兵庫県知事賞
　　高萩大型機械利用組合 （賀集）

　集落内の高齢農家や兼業農家の営農継続を支援する
ため、ＳＮＳなどを活用したタマネギ防除の受委託システ
ムを構築し、病害虫防除対策の効果を高めました。

受賞おめでとうございます

　
身
体
な
ど
に
障
が
い
の
あ
る
人
の

た
め
に
使
用
す
る
軽
自
動
車
等
は
一

定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
申
請
に
よ

り
、
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
減

免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
自
動
車

は
、
対
象
者
１
人
に
つ
き
１
台
で

す
。
普
通
自
動
車
の
減
免
を
受
け

て
い
る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん

※
普
通
自
動
車
の
減
免
を
申
請
す
る

人
は
、
洲
本
県
税
事
務
所
（
☎

26
・
２
０
３
２
）
へ
お
問
合
せ
く

だ
さ
い

新
規
で
減
免
申
請
す
る
人

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

　
❶
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷

病
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
❷
印
鑑
（
認

印
）
❸
車
検
証
❹
運
転
者
の
運
転

免
許
証

▽
提
出
先　
税
務
課

▽
提
出
期
限　
６
月
１
日
（
月
）

昨
年
度
に
減
免
を
受
け
て
い
た
人

　
申
請
内
容
に
変
更
が
な
け
れ
ば
郵

送
し
て
い
る
「
継
続
用
申
請
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
の
う
え
、

返
送
ま
た
は
税
務
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
昨
年
度
と
異
な
る
場
合
は
新
規
の

手
続
き
が
必
要
で
す

障がいのある人に
軽自動車税を減免します

問税務課☎ 43-5213

お知
らせ

お知
らせ

　
地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
発
生
時
に
備
え
、
次
の
と
お
り

総
務
省
消
防
庁
に
よ
る
情
報
伝
達

試
験
が
行
わ
れ
ま
す
。

試
験
実
施
日
時　
５
月
20
日（
水
）

　
午
前
11
時
ご
ろ

放
送
内
容　
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ

ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
」×
３
回
、

「
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い
南
あ

わ
じ
市
で
す
」

※
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
、
戸
別
受
信

機
か
ら
緊
急
放
送
が
流
れ
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

問危機管理課☎ 43-5203

Ｊアラートによる情報伝達
試験

水道料金について

テレビ利用料について
※市税の滞納がないこと。補助金交付申請者が契約者（使用者）であること

※補助金交付申請者が契約者（利用者）であること
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賀
集
八
幡
公
園
の
拡
張

　

指
定
緊
急
避
難
場
所
で
あ
る

賀
集
八
幡
公
園
を
拡
張
し
、
備

蓄
倉
庫
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
、

か
ま
ど
ベ
ン
チ
、
防
災
あ
ず
ま

や
な
ど
の
防
災
機
能
を
備
え
た

公
園
と
し
て
整
備
し
ま
し
た
。

ま
た
、
す
べ
り
台
、
ブ
ラ
ン
コ

な
ど
が
あ
り
、
子
ど
も
の
遊
び

場
と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

福
良
児
童
公
園
の
廃
止

　

福
良
児
童
公
園
は
、
４
月

１
日
に
廃
止
し
ま
し
た
。
長
い

間
、
ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
市
で
は
「
ふ
る
さ
と
南
あ
わ

じ
応
援
寄
附
金
」
の
促
進
や

「
南
あ
わ
じ
市
」
の
地
元
特
産

品
の
Ｐ
Ｒ
、
地
域
活
性
化
を
目

的
に
、
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
人

へ
の
返
礼
と
し
て
特
産
品
な
ど

の
贈
答
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
４
つ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
寄
附
金
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
販
路
拡
大
に
よ
る
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に

も
、
返
礼
品
の
出
品
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

都市公園の拡張・廃止ふるさと納税返礼品
出品事業者の募集

問建設課☎ 43-5226問ふるさと創生課☎ 43-5251

特設サイト
二次元コード

お知
らせ

陸の港西淡前より徒歩 1 分
西淡三原ＩＣから車で３分 南あわじ斎場

葬儀・仏壇・墓石・ギフト

株 式 会 社 神 戸 未 来
〒 656-0322 南あわじ市志知鈩 466-1
TEL：0799-36-0033　 FAX：0799-36-0053

（市内割引致します）

無料

アリスホームドクター
南あわじ市北阿万筒井76-1

温かくなる春・夏はしろ
あり・羽アリの活動が活
発になり、最も被害が発
生しやすくなる時期です。
早めに点検を行い被害を
予防しましょう。☎0799-55-0800

※お気軽にお問合せ下さい。

淡路島のシロアリ防除・害虫駆除専門店

全島対応
いたします
全島対応
いたします

しろあり被害・拡大中!!

調査・
見積無料！

　
女
性
農
業
者
グ
ル
ー
プ
が
農
業
に
関
す
る

取
組
を
行
う
た
め
の
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
で
農
業
に
関
わ
り
を
持
つ

女
性
４
人
以
上
で
組
織
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ

取
組
活
動
例　
新
品
種
の
導
入
や
新
商
品
の

開
発
、
食
育
・
食
農
活
動
、
視
察
研
修
・

講
演
会
等
の
開
催
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
店

な
ど

募
集
期
間　
５
月
１
日
（
金
）
～

※
採
択
額
が
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
終
了

応
募
方
法　
申
請
書
お
よ
び
活
動
計
画
書
な

ど
の
関
係
書
類
を
農
林
振
興
課
へ
提
出

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

農業女子プロジェクト
参加グループの募集

問農林振興課☎ 43-5223
募集

会計年度任用職員の募集
1業務内容2勤務時間3要件
4募集人数5賃金6申込方法
7申込期間8申込先・問合せ
※保険・選考方法等はお問合せください

※任用形態によって併願できない場合があります

保育士・幼稚園教諭・認定こども園保育教諭❶
1【フル】保育および指導のクラス運営全般業務（担任）2平日午前７
時～午後７時までのうち 7 時間 45 分（早出・遅出・土曜日勤務あり）
3保育士資格および幼稚園教諭免許、普通自動車運転免許4若干名5
月給 195,500 円（賞与あり）6履歴書に資格証等の写しを添えて申
込先へ持参または郵送7５月 15 日（金）まで8子育てゆめるん課☎
43-5219

保育士・幼稚園教諭・認定こども園保育教諭❷
1【パート】クラス運営補助業務2平日午前７時～午後 7 時までのうち
７時間3保育士資格または幼稚園教諭免許、普通自動車運転免許5月
給 147,316 円（賞与あり）4678上記と同じ

保育補助職員
1【パート】保育補助業務2平日午前７時～午後７時までのうち６時間
3普通自動車運転免許5時給 904 円4678上記と同じ

保育所・認定こども園の調理員❶
1【フル】調理に関する全般業務、食育業務（調理主任）2平日午前８
時 30 分～午後５時 15 分の 7 時間 45 分（土曜日勤務あり）3調理師
免許、普通自動車運転免許5月給 183,600 円（賞与あり）4678
上記と同じ

保育所・認定こども園の調理員❷
1【パート】調理業務、主任補助2土曜日の午前８時～正午、平日４時
間勤務（時間帯は要相談）4１人5時給 967 円3678上記と同じ

会計年度任用職員希望者の登録募集
　会計年度任用職員の登録を随時募集しています。詳
しくは、右の二次元コードより市ホームページをご覧く
ださい。問総務課☎ 43-5001

職
務
内
容　
家
庭
児
童
福
祉
に

関
す
る
専
門
的
技
術
を
必
要

と
す
る
相
談
業
務

勤
務
時
間　
週
３
日
勤
務
、
午

前
９
時
～
午
後
５
時
（
１
日

７
時
間
）

勤
務
場
所　
市
役
所
本
館
家
庭

児
童
相
談
室
（
子
育
て
ゆ
め

る
ん
課
内
）

採
用
人
数　
１
人

応
募
資
格　
普
通
自
動
車
運
転

免
許
が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人
❶
大
学

で
、
児
童
福
祉
、
社
会
福
祉
、

児
童
学
、
心
理
学
、
教
育
学

も
し
く
は
社
会
学
を
専
修
す

る
学
科
ま
た
は
こ
れ
ら
に
相

当
す
る
課
程
を
修
め
て
卒
業

し
た
人
❷
社
会
福
祉
主
事
と

し
て
２
年
以
上
児
童
福
祉
事

業
に
従
事
し
た
人
❸
上
記
に

準
じ
、
必
要
な
学
識
経
験
を

有
す
る
人

賃
金　
時
給
１
０
７
１
円

※
社
会
保
険
、
雇
用
保
険
、
非

常
勤
公
務
災
害
保
険
加
入

応
募
方
法　
履
歴
書
お
よ
び
資

格
・
免
許
証
等
の
写
し
を
子

育
て
ゆ
め
る
ん
課
へ
持
参
ま

た
は
郵
送

募集募集 家庭児童相談員の募集
問子育てゆめるん課☎43-5219

　
４
月
に
予
定
し
て
い
た
狂
犬
病
予
防
集
合

注
射
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
防
止
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
狂
犬

病
予
防
注
射
は
個
別
に
動
物
病
院
で
受
け
て

い
た
だ
く
よ
う
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
生
後
91
日
以
上
の
犬
が
対
象

◆
登
録
済
み
の
犬　
注
射
料
金
は
、
各
動
物

病
院
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
登
録
の
な
い
犬　
注
射
料
金
以
外
に
登
録

料
金
（
３
０
０
０
円
）
が
必
要
で
す
。

病院名 電話 病院名 電話

南

あ

わ

じ

市

アイヴィ岡田動物病院 42-5067 洲

本

市

おのころ動物クリニック 26-1266

いけだ動物病院 42-1505 立花動物病院 22-3577

印部家畜医院 54-0030 どうぶつ耳科専門クリニック主の枝 22-2770

かわさき動物病院 42-1158

淡

路

市

安藤動物病院 74-5955

こばやし動物病院 42-1102 田村動物病院 82-0308

たかた動物病院 42-0654 ちしろ動物病院 62-1333

仲岡家畜医院 42-4568 津名動物病院 62-2111

ドゥ動物病院 62-0856

狂犬病予防注射は動物病院で受けてください
問環境課☎43-5214

※市外局番は（0799）狂犬病予防注射選任獣医師一覧

お知
らせ

　
返
礼
品
に
は
、
地
元
特
産
品

の
ほ
か
、
各
種
体
験
型
サ
ー
ビ

ス
な
ど
も
出
品
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

※
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
紹
介

や
募
集
要
件
な
ど
は
、「
ふ

る
さ
と
南
あ
わ
じ
応
援
寄
附

金
特
設
サ
イ
ト
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い

賀集八幡公園に、災害時はかまどとして利用できるベンチ（左）
やすべり台などの遊具（右）を設置
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学
生
納
付
特
例
制
度
は
、学
生
が
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
を
猶
予

さ
れ
る
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
将
来
の
年
金
受
給

権
の
確
保
だ
け
で
な
く
、
万
一の
事

故
な
ど
に
よ
り
障
害
を
負
っ
た
と
き

の
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
と
な
る
人

　
大
学（
大
学
院
）、短
期
大
学
、高
等

学
校
、高
等
専
門
学
校
、専
修
学

校
、各
種
学
校（
学
校
教
育
法
で
規

定
さ
れ
て
い
る
修
業
年
限
が
1
年

以
上
の
課
程
）に
在
学
す
る
学
生

等
で
、学
生
納
付
特
例
を
受
け
よ

う
と
す
る
年
度
の
前
年
の
所
得
が

基
準
以
下
の
人
ま
た
は
失
業
等
の

理
由
が
あ
る
人

所
得
の
目
安

　

１
１
８
万
円
＋（
扶
養
親
族
等
の

数
）×
38
万
円
以
下

国民年金保険料学生納付特例制度の
ご案内

問総合窓口センター☎43-5212

お知
らせ

　
学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、
平

成
31
年
度
に
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ

れ
て
い
る
人
で
、
令
和
２
年
度
も
引

き
続
き
在
学
予
定
の
人
へ
、
４
月
始

め
に
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付
特
例

申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
ポ
ス
ト
に
投
函
す
る
こ
と
で
、

令
和
２
年
度
の
学
生
納
付
特
例
を
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
場

合
、
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の

写
し
を
添
付
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　
た
だ
し
、
在
学
し
て
い
る
学
校
等

に
変
更
（
大
学
か
ら
大
学
院
へ
進
む

場
合
や
短
期
大
学
か
ら
４
年
制
大
学

に
編
入
す
る
場
合
等
を
含
む
）
が
あ

る
人
は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
で
申
請
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
通
常
の

申
請
書
に
在
学
証
明
書
等
を
添
付
し

て
申
請
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

60歳以上の皆さまへ
高
齢
者
等
元
気
活
躍
推
進
事
業

「
お
も
い
や
り
ポ
イ
ン
ト
制
度
」

登
録
会
員
の
募
集

　

人
手
不
足
の
分
野
で
の
シ
ニ

ア
世
代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
対
し
、
謝
礼
と
し
て
お
も

い
や
り
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る

制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
貯

ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
市
内
の
商

店
で
使
え
る
商
品
券
と
の
交
換

や
寄
付
が
で
き
ま
す
。

問
市
民
協
働
課
生
涯
活
躍
推
進

室
☎
43
・
５
２
４
４

※
電
話
で
の
問
合
せ
を
随
時
受

付
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
相

談
く
だ
さ
い

あなたの力を必要としている人がいます！

気分転換や
運動になる
・

・生活に張り
が出る

介護施設 保育所

進めよう「住まいの耐震化」
問建設課☎ 43-5226ひょうご住まいの耐震化促進事業のご案内

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

家
屋
の
倒
壊
・
家
具
の
転
倒
な

ど
に
よ
り
多
く
の
尊
い
命
が
奪

わ
れ
ま
し
た
。
大
き
な
被
害
を

受
け
た
建
物
の
ほ
と
ん
ど
は
、

昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
築
さ

れ
た
木
造
住
宅
で
し
た
。

　
い
つ
大
き
な
地
震
が
起
き
て

も
大
丈
夫
な
よ
う
に
、
耐
震
改

修
し
て
住
宅
を
補
強
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
ず
は
、

下
記
の
「
簡
易
耐
震
診
断
」
を

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

住宅耐震化補助

部分型耐震化補助

住宅建替補助

防災ベッド等設置助成

１. 住宅耐震改修計画策定費補助金

１. 簡易耐震改修工事費補助

２. 住宅耐震改修工事費補助金

２. シェルター型工事費補助

３. 屋根軽量化工事費補助

耐震診断・耐震改修計画策定に要する費用

耐力壁の設置、屋根の軽量化、基礎や床面の補強、
耐震改修を行う部屋の内装工事に要する費用

対象住宅への県が認める耐震シェルターの設置
に要する費用

対象住宅の屋根を軽量化する工事に要する費用

耐震性能を改善するための耐震診断、耐震改修
計画策定および耐震改修工事に要する費用

対象住宅の現地建替えに要する費用
（※募集予定数に達し次第、受付終了）

対象住宅への防災ベッド等の設置に要する費用

※各補助内容の詳細および受付状況については
　建設課までお問合せください

◆簡易耐震診断（無料）

「住まいの耐震化」を検討！

建設課にお申込みいただくと、後日
診断員を派遣します。

「次に何をしたら良いの？」について
は、簡易耐震診断を実施した診断員
がお答えします。左の様々な補助メ
ニューをご活用ください。

※対象住宅は昭和56年５月以前に
　着工した住宅

「危険」「やや危険」と診断されたら

お知
らせ

　
南
あ
わ
じ
市
で
は
、
現
行

の
建
築
基
準
法
に
適
合
し
て

い
な
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
こ

と
に
よ
り
、
当
該
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
撤
去
を
促
し
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

対
象
建
築
物
・
要
件

❶
市
内
に
設
置
さ
れ
た
個
人

住
宅
お
よ
び
住
宅
除
去

後
の
更
地
に
付
属
す
る

も
の

❷
通
路
に
面
し
て
い
る
も
の

❸
高
さ
60
　

cm
以
上
の
も
の

で
別
に
定
め
る
基
準
に

適
合
し
な
い
も
の

※
前
年
度
ま
で
に
対
象
外
と

な
っ
た
案
件
も
補
助
対

象
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
要
件
等
、
詳
し
く

は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

補
助
金　

補
助
対
象
経

費
の
３
分
の
２
の
額

（
１
０
０
０
円
未
満
切
り

捨
て
。
上
限
10
万
円
）

受
付
期
間
　
５
月
１
日（
金
）

～
翌
年
１
月
29
日
（
金
）

危険ブロック塀等の
撤去費用を一部補助

お知
らせ

問建設課☎43-5226

▲封筒表面 ▲封筒裏面

広  告
スペース 

縦20㌢
×

横10㌢

※封筒表面に
は、総合窓口
センターの
指定する文
言等を印刷
していただ
きます

【表】 【裏】

　
広
告
入
り
封
筒
の
寄
贈
希

望
者
を
募
集
し
ま
す
。

封
筒
の
用
途
　
総
合
窓
口
セ

ン
タ
ー
、
出
張
所
、
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

窓
口
で
、
証
明
書
等
の
持

ち
帰
り
用
と
し
て
使
用

封
筒
の
規
格
　
長
形
３
号

（
縦
23
・
５
㌢
×
横
12
・

０
㌢
）

紙
厚
　
70
ｇ
／
㎡
以
上

材
質
　
古
紙
配
合
の
再
生
紙

広
告
の
掲
載
位
置
・
規
格
　

広告入り封筒の寄贈希望者の募集
問総合窓口センター☎ 43-5212

募集

封
筒
裏
側
・
縦
20
㌢
×
横

10
㌢

募
集
枚
数
　
５
万
枚

募
集
期
間　
５
月
７
日（
木
）

～
22
日
（
金
）

希
望
者
の
決
定
　
審
査
に
よ

り
決
定

※
公
の
秩
序
ま
た
は
善
良
な

風
俗
に
反
す
る
も
の
や

意
見
広
告
、
人
権
侵
害
や

差
別
を
助
長
す
る
お
そ

れ
の
あ
る
も
の
は
掲
載

で
き
ま
せ
ん

お知
らせ

東京2020オリンピック

　

３
月
24
日
、
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
と
東
京

２
０
２
０
組
織
委
員
会
は
、
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
延
期
を
発
表

し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
南
あ
わ
じ
市
の

慶
野
松
原
周
辺
に
て
５
月
25
日

（
月
）
に
実
施
を
予
定
し
て
い
た
東

聖火リレーの延期
問体育青少年課☎ 43-5234

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ

レ
ー
に
つ
い
て
も
延
期
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
後
の
詳

細
が
決
ま
り

ま
し
た
ら
、

随
時
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
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の
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
市
民
協
働
課
☎
43
・
５
２
４
４

労
働
保
険
の
年
度
更
新
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
の
労
働
保
険
（
労

災
保
険
・
雇
用
保
険
）
の
年
度
更

新
申
告
書
は
５
月
末
頃
に
発
送
予

定
で
す
。
期
間
内
の
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
期
間　

６
月
１
日
（
月
）
～

　

７
月
10
日
（
金
）

▽
更
新
方
法　

最
寄
り
の
労
働

局
、
労
働
基
準
監
督
署
、
金
融

機
関
で
申
告
・
納
付

※
年
度
更
新
申
告
書
の
書
き
方
お

よ
び
申
告
・
納
付
方
法
等
、
詳

し
く
は
年
度
更
新
申
告
書
に
同

封
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ま
た
は
厚
労

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い

問
淡
路
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
22
・
２
５
９
１

困
っ
た
と
き
、ま
ず
は

さ
わ
や
か
県
民
相
談
室
へ

　

県
政
に
関
す
る
こ
と
か
ら
、
日

常
生
活
上
の
諸
問
題
ま
で
、
様
々

な
相
談
に
応
じ
ま
す
。
必
要
な
場

合
は
専
門
の
相
談
窓
口
を
紹
介
し

ま
す
。

▽
日
時　

平
日
の
午
前
９
時
～

　

午
後
５
時
30
分　

▽
相
談
電
話
番
号
（
通
話
無
料
）

　

☎
０
１
２
０
・
36
・
７
８
３
０

※
携
帯
電
話
か
ら
は
利
用
不
可

▽
広
田
住
宅（
広
田
）

　

１
戸
、
Ｂ
棟
２
０
３
号
、
３

Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
単
身
不
可
、
平

成
28
年
度
建
築
。
家
賃

月
額
２
万
７
３
０
０
円
～

５
万
３
６
０
０
円
（
共
益
費
別

途
）、
駐
車
料
金
１
台
に
つ
き

月
額
２
５
０
０
円

▽
さ
く
ら
台
団
地（
賀
集
）

　

２
戸
、
お
お
や
ま
棟
１
―
３
号
・

し
だ
れ
棟
１
―
１
号
、
３
Ｌ
Ｄ

Ｋ
、
単
身
不
可
、
平
成
10
年

度
・
平
成
11
年
度
建
築
。
家

賃
月
額
２
万
５
７
０
０
円
～

５
万
７
０
０
円
（
共
益
費
別

途
）、
駐
車
料
金
１
台
に
つ
き

月
額
２
５
０
０
円

◆
県
営
住
宅

政
令
月
収
15
万
８
千
円
以
下
対
象

※
裁
量
階
層
世
帯
は
21
万
４
千
円
以
下

　
（
新
婚
世
帯
、義
務
教
育
終
了
前
の
子
ど

も
の
い
る
世
帯
は
25
万
９
千
円
以
下
）

▽
緑
広
田
鉄
筋（
広
田
）

　

２
戸
、
１
棟
３
０
１
号
・
４
０
２

号
、
３
Ｄ
Ｋ
、
申
込
人
数
３
人

以
上
、
昭
和
54
年
度
建
築
。
家

９
回
南
あ
わ
じ
音
楽
祭
」
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い

中
止
し
ま
す
。
ま
た
、
６
月
14
日

（
日
）
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
中
止

し
ま
す
。

問
音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
実
行
委

員
会
事
務
局
（
社
会
教
育
課
内
）

☎
43
・
５
２
３
２

統一QR「
Ｊ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
」普
及
事
業

事
業
者
向
け
説
明
会
の
開
催

延
期

　

５
月
13
日
（
水
）
に
開
催
を
予

定
し
て
い
た
「
統
一
QR
『
Ｊ
Ｐ
Ｑ
Ｒ
』

普
及
事
業
事
業
者
向
け
説
明
会
」

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
伴
い
、開
催
を
延
期
し
ま
す
。

　

延
期
後
の
日
程
、
場
所
等
に
つ
い

て
は
、
改
め
て
市
広
報
紙
等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
商
工
観
光
課
☎
43
・
５
２
２
１

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
問
題

啓
発
週
間

　

毎
年
５
月
14
日
か
ら
20
日
は
、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
問
題
へ
の
関

心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
の
啓
発

週
間
で
す
。

　

気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
抱

え
込
ま
ず
専
門
の
医
療
機
関
や
関

係
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
消
費
者
庁 

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存

症
」
で
ネ
ッ
ト
検
索
し
、
ア
ク
セ
ス

い
た
だ
く
と
、
相
談
窓
口
な
ど
の

情
報
瓦
ば
ん

少
年
少
女
ス
ポ
ー
ツ
育
成

補
助
事
業
の
募
集

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
豊
か
な

心
を
持
つ
少
年
少
女
の
育
成
を

目
的
と
し
た
事
業
を
実
施
す
る
ス

ポ
ー
ツ
団
体
に
活
動
費
の
補
助
を

行
い
ま
す
。

▽
対
象
事
業　

申
請
す
る
ス
ポ
ー

ツ
団
体
が
主
催
す
る
教
室
・
講

習
会
、
活
動
環
境
整
備
等

▽
補
助
金
額　

事
業
対
象
経
費
の

補
助
率
上
限
50
％
も
し
く
は
上

限
20
万
円
（
合
宿
は
30
万
円
）

▽
申
請
期
限　

５
月
29
日
（
金
）

必
着

問
体
育
青
少
年
課
☎
43
・
５
２
３
４

公
営
住
宅
入
居
者
の
募
集

◆
市
営
住
宅

政
令
月
収
15
万
８
千
円
以
下
対
象

※
裁
量
階
層
（
新
婚
世
帯
、
義
務
教
育

終
了
前
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
等
は

21
万
４
千
円
以
下
）

賃
月
額
１
万
４
８
０
０
円
～

３
万
４
１
０
０
円（
共
益
費
別
途
）

▽
緑
倭
文
鉄
筋（
倭
文
）

　

１
戸
、
１
棟
４
０
６
号
、
３
Ｌ

Ｄ
Ｋ
、
申
込
人
数
3
人
以
上
、

平
成
８
年
度
建
築
。
家
賃
月
額

２
万
１
０
０
円
～
４
万
６
３
０
０

円
（
共
益
費
別
途
）

◇
受
付
期
間　

５
月
１
日
（
金
）

～
15
日
（
金
）
ま
で
の
平
日

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

◇
公
開
抽
選
日　

５
月
25
日（
月
）

市
役
所
本
館
３
階

問
建
設
課
☎
43
・
５
２
２
６

２
０
２
1
年
南
あ
わ
じ
市

成
人
式
実
行
委
員
の
募
集

　

来
年
成
人
式
を
迎
え
る
あ
な

た
。 

一 

度
し
か
な
い
成
人
式
を
自

分
た
ち
の
手
で
作
り
上
げ
て
み
ま

せ
ん
か
。
成
人
式
開
催
に
関
わ
る

こ
と
で
、
よ
り
印
象
深
い
成
人
式

に
な
る
こ
と
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
対
象　

南
あ
わ
じ
市
で
今
年
度

成
人
式
を
迎
え
る
平
成
12
年
４

月
２
日
～
平
成
13
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
人

問
社
会
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
２

姉
妹
都
市
・
友
好
市
町
と
の

交
流
派
遣
団
体
の
募
集

　

国
内
の
姉
妹
都
市
・
友
好
市
町

と
の
友
好
親
善
を
通
じ
て
相
互
理

解
を
深
め
る
た
め
、
交
流
事
業
を

実
施
す
る
団
体
に
派
遣
費
用
を
助

成
し
ま
す
。

▽
対
象
団
体　

所
在
地
お
よ
び
活

動
拠
点
が
市
内
に
あ
り
、
小
学

就
学
年
齢
以
上
の
市
民
５
人
以

上
で
構
成
さ
れ
る
団
体

▽
対
象
と
な
る
派
遣
市
町　

新
ひ

だ
か
町（
北
海
道
）、平
取
町（
北

海
道
）、
葛
巻
町
（
岩
手
県
）、

大
野
市
（
福
井
県
）、糸
魚
川
市

（
新
潟
県
）

▽
対
象
と
な
る
派
遣
時
期　

令
和

３
年
３
月
31
日
（
水
）
ま
で

▽
申
込
締
切　

５
月
29
日
（
金
）

問
総
務
課
秘
書
室

　

☎
43
・
５
０
０
１

　
登
録
統
計
調
査
員
の
募
集

　

国
が
実
施
す
る
各
種
統
計
調
査

の
業
務
に
従
事
す
る
「
登
録
統
計

調
査
員
」
を
募
集
し
ま
す
。
統
計

調
査
が
実
施
さ
れ
る
と
き
に
、
登

録
統
計
調
査
員
に
調
査
を
依
頼
し

ま
す
。

▽
仕
事
内
容　

統
計
調
査
の
対
象

世
帯
や
事
業
所
を
訪
問
し
、
調

査
票
を
配
布
・
回
収
す
る

問
総
務
課
☎
43
・
５
０
０
１

花
み
ど
り
フ
ェ
ア
記
念

「
あ
わ
じ
花
と
緑
の
コ
ン
ク
ー

ル
」募
集

　

淡
路
島
内
で
地
域
の
ガ
ー
デ
ナ

ー
と
し
て
の
活
動
成
果
を
競
う
コ

ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

▽
対
象　

島
内
の
個
人
、
学
校
、

事
業
所
、
グ
ル
ー
プ
の
育
て
た

花
壇
・
庭
な
ど

▽
募
集
期
間　

春
・
初
夏
の
部

　

７
月
15
日
（
水
）
ま
で

　

秋
の
部　

９
月
１
日
（
火
）
～

11
月
30
日
（
月
）
ま
で

▽
募
集
部
門　

❶
家
庭
❷
学
校
❸

事
業
所
❹
コ
ミュニ
テ
ィ

▽
応
募
方
法　

同
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
か
ら
応
募
用
紙
を

入
手
の
上
、
花
壇
・
庭
な
ど
の

写
真
３
枚
に
説
明
コ
メ
ン
ト
を

添
え
て
応
募

▽
賞　

最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞

春
・
初
夏
の
部
で
各
部
門
別
計

４
点
お
よ
び
秋
の
部
で
各
部
門

別
計
４
点
ほ
か　

問
（
一
財
）
淡
路
島
く
に
う
み
協
会  

　

☎
24
・
２
０
０
１

ハ
ッ
ピ
ー
応
援
団
お
た
す
け
隊

「
出
逢
い
の
街
角
電
話
相
談

所
」の
開
設

　

忙
し
い
ご
本
人
に
代
わ
り
、
親

御
さ
ん
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

ハ
ッ
ピ
ー
応
援
団
お
た
す
け
隊
の

相
談
員
が
、
誠
意
を
も
っ
て
電
話

で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽
日
時　

５
月
の
毎
週
日
曜
日

　

午
後
３
時
～
８
時

▽
対
象　

30
代
・
40
代
の
独
身
の

子
を
持
つ
親

▽
相
談
料　

無
料

問
同
応
援
団
お
た
す
け
隊（
出
田
）

　

☎
０
９
０・１
１
５
７・２
９
９
１

文
化
体
育
館
の
講
習
会
等
の

受
講
者
募
集

◆
初
回
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利
用
す

る
場
合
、
初
回
の
み
講
習
会
を
受

講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
対
象
者　

16
歳
以
上

▽
受
講
料　

５
０
０
円
（
市
内
）

※
次
回
利
用
よ
り
２
０
０
円
（
市
内
）

▽
定
員　

６
人
（
要
予
約
）

▽
講
習
時
間　

約
１
時
間

▽
日
時　

５
月
８
日（
金
）、21
日

（
木
）の
午
後
６
時
と
７
時
か
ら

※
子
ど
も
連
れ
の
受
講
は
不
可

問
文
化
体
育
館
☎
50
・
５
０
７
７

縫
物
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に

よ
り
、
使
い
捨
て
マ
ス
ク
が
品
薄
の

状
態
で
す
。
そ
こ
で
、
市
社
会
福

祉
協
議
会
で
は
布
製
の
マ
ス
ク
を

作
る
た
め
、
縫
物
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、

マ
ス
ク
に
使
用

で
き
る
布
・
ゴ

ム
も
募
集
し
て

い
ま
す
。

◆
布
製
マ
ス
ク
を
配
布
し
ま
す

　
マ
ス
ク
が
不
足
し
て
お
困
り
の
人

へ
、
手
作
り
の
布
製
マ
ス
ク
を
配

布
し
ま
す
。
必
要
な
人
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

▽
配
布
先　

市
内
在
住
の
中
学
生

以
下
の
子
ど
も
、
障
が
い
の
あ

る
人
、
高
齢
者
の
人
を
優
先

▽
配
布
数　

１
人
１
枚

▽
配
布
方
法　

郵
送

▽
受
付
期
間　

５
月
７
日
（
木
）

～
マ
ス
ク
が
な
く
な
り
次
第
終
了

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

問
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
44
・
３
０
０
７

美み

な菜
恋こ

い
こ
い来

屋や

出
荷
者
の
募
集

　

美
菜
恋
来
屋
で
は
出
荷
者
（
生

鮮
野
菜
・
加
工
品
）
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
淡
路
島
内
外
の
人
に
自

慢
の
出
荷
物
を
提
供
し
て
南
あ
わ

じ
市
（
淡
路
島
）
を
共
に
盛
り
上

げ
ま
せ
ん
か
？
詳
し
く
は
美
菜
恋

来
屋
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
電

話
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
美
菜
恋
来
屋
☎
43
・
３
７
５
１

児
童
福
祉
週
間

　

国
で
は
、毎
年
５
月
５
日
の
「
こ

ど
も
の
日
」
か
ら
１
週
間
を
「
児

童
福
祉
週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
家
庭
で
の
親
子
の

ふ
れ
あ
い
、
地
域
で
の
子
ど
も
の

健
全
育
成
、
児
童
虐
待
問
題
お
よ

び
児
童
の
権
利
等
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
・
家
庭
に
関
す
る
相
談

窓
口
と
し
て
福
祉
事
務
所
（
子
育

て
ゆ
め
る
ん
課
内
）
に
家
庭
児
童

相
談
室
を
設
け
て
い
ま
す
。
窓
口

ま
た
は
電
話
で
の
相
談
も
受
付
け

て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
家
庭
児
童
相
談
室

　

☎
43
・
５
２
３
９

市
役
所
に
手
話
通
訳
者
設
置

　

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
人
が
市
役

所
へ
来
庁
し
た
際
に
、
窓
口
職
員

と
の
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
お
手
伝

い
す
る
た
め
、
手
話
通
訳
者
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

▽
設
置
場
所　

市
役
所
本
館
１
階

福
祉
課

▽
設
置
日
時　

毎
週
木
曜
日
の

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
業
務
内
容　

市
役
所
内
で
の
手

続
き
の
手
話
通
訳
お
よ
び
各
種

相
談
（
予
約
不
要
）

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

　

F 

43
・
５
３
１
６

◆
淡
路
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー
に
も

手
話
通
訳
者
を
設
置
し
て
い
ま
す

▽
設
置
場
所　

洲
本
市
健
康
福
祉

館
３
階

▽
設
置
日
時　

平
日
の
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
30
分　

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
・
３
８
５
０

F 

26
・
１
１
７
５

「
南
あ
わ
じ
音
楽
祭
」お
よ
び

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
止

　

９
月
６
日
（
日
）
に
開
催
を
予

定
し
て
い
た
「
田
中
正
平
記
念
第

お
知
ら
せ

募
　
集

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
行
事
の
中
止
や
施

設
の
休
館
な
ど
、
掲
載
内
容
に
変
更
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
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働
く
婦
人
の
家
イ
ベ
ン
ト

◆
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
講
座

　
（
要
予
約
）

▽
内
容
　
革
素
材
の
ミ
ニ
リ
ー
フ

作
り
（
リ
ー
フ
の
周
り
を
ス
テ

ッ
チ
刺
し
ゅ
う
し
ま
す
）

▽
日
時
　
５
月
31
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
正
午

▽
定
員
　
５
人

▽
材
料
費
　
１
０
０
０
円

▽
申
込
締
切
　
５
月
13
日
（
水
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
５
月
６
日
（
水
・

休
）
ま
で
臨
時
休
館
し
ま
す

問
働
く
婦
人
の
家

　
☎
43
・
２
３
２
６

第
19
回
あ
わ
じ
オ
ー
プ
ン
ガ

ー
デ
ン

▽
日
程
　
５
月
16
日
（
土
） 

、

　
17
日
（
日
）

▽
マ
ッ
プ
設
置
場
所
　
市
役
所
、

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
等

問
同
実
行
委
員
会
（
武
田
）

　
☎
０
９
０
・
７
５
５
３
・
９
４
９
２

里
山
基
地
の
活
動（
要
申
込
）

▽
日
程
　
❶
５
月
10
日
（
日
）

　
❷
５
月
16
日
（
土
）、17
日
（
日
）

▽
内
容
　
❶
サ
ツ
マ
イ
モ
植
え
、

葉
採
集
、
葉
餅
づ
く
り
❷
葉
餅

づ
く
り
、
あ
わ
じ
オ
ー
プ
ン
ガ
ー

的
な
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
自

立
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

❷
住
居
確
保
給
付
金

　
65
歳
未
満
で
、
離
職
（
2
年
以

内
）
な
ど
に
よ
り
住
居
を
失
っ
た

人
、
ま
た
は
失
う
恐
れ
の
高
い
人

に
就
職
に
向
け
た
活
動
等
を
条
件

と
し
て
一
定
期
間
、
家
賃
相
当
額

を
支
給
し
ま
す
。

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

市
民
生
活
相
談
窓
口 

一 

覧

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
上
の
悩

み
や
心
配
事
に
対
し
、
電
話
等
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

◆
子
ど
も
・
家
庭
に
関
す
る
相
談

･
家
庭
児
童
相
談
室

　
☎
43
・
５
２
３
９

◆
ひ
と
り
親
家
庭
に
関
す
る
相
談

･
子
育
て
ゆ
め
る
ん
課

　
☎
43
・
５
２
１
９
　

◆
児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談

･
家
庭
児
童
相
談
室

デ
ン

問
Ａ
Ｇ
Ｎ
西
淡
（
武
田
）

　
☎
０
９
０
・
７
５
５
３
・
９
４
９
２

淡
路
人
形
座
（
５
月
公
演
）

◆
通
常
公
演

▽
内
容
　「
人
形
解
説
」「
傾
城
阿

波
の
鳴
門
　
順
礼
歌
の
段
」「
戎

舞
」

※
上
演
内
容
が
変
わ
る
場
合
あ
り

◆
５
月
の
休
館
日

　
１
日（
金
）～
６
日（
水
・
休
）、

11
日（
月
）、13
日（
水
）、20
日

（
水
）、27
日（
水
）、29
日（
金
）、

30
日（
土
）

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

　

開
館
30
周
年
記
念
展
示（
前
期
）

▽
内
容
　
　「
三
国
伝
来
玉た
ま
も
の
ま
え

藻
前

曦あ
さ
ひ
の
た
も
と
袂
」、
だ
ん
じ
り
唄
「
玉た
ま

三さ
ん

」

の
登
場
人
物
も
展
示

◆
日
本
書
紀
編
纂
１
３
０
０
年
記
念

日
本
書
紀
と
淡
路
人
形
の
起
源
展

▽
期
間
　
５
月
８
日
（
金
）
～

　
５
月
31
日（
日
）

※
開
催
期
間
に
変
更
の
場
合
あ
り

◆
第
28
回
淡
路
人
形
絵
画
展

▽
期
間
　
５
月
10
日（
日
）ま
で

◆
土
文
芸 

淡
路
雑
俳
展（
淡
路

雅
交
会
）

▽
期
間
　
５
月
14
日
（
木
）
～

　
☎
43
・
５
２
３
９

･
中
央
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
洲

本
分
室

　
☎
26
・
２
０
７
５
　

◆
配
偶
者
等
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
に
関

す
る
相
談

･
市
民
協
働
課

　
☎
43
・
５
２
４
４

･
子
育
て
ゆ
め
る
ん
課

　
☎
43
・
５
２
１
９

◆
高
齢
者
虐
待
に
関
す
る
相
談

･
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
43
・
５
２
３
７

･
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
44
・
３
０
０
７

◆
障
害
者
虐
待
に
関
す
る
相
談

･
福
祉
課

　
☎
43
・
５
２
１
６

･
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
44
・
３
０
０
７

行
政
相
談（
要
予
約
）

▽
内
容
　
行
政
相
談
委
員
に
よ
る

　
７
月
28
日（
火
）

◆
う
ず
し
お
絵
画
展

▽
期
間
　
８
月
２
日（
日
）ま
で

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
５
月
６
日
（
水
・

休
）
ま
で
臨
時
休
館
し
ま
す

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　
☎
42
・
５
１
１
５

滝
川
記
念
美
術
館　
玉
青
館

◆
松
帆
銅
鐸
の
Ｖ
Ｒ
（
バ
ー
チ
ャ

ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
）
体
験

　
松
帆
銅
鐸
が
使
わ
れ
て
い
た
時

代
を
Ｖ
Ｒ
映
像
で
の
ぞ
い
て
み
ま

せ
ん
か
。（
対
象
年
齢
７
歳
以
上
）

▽
体
験
料
　
３
０
０
円（
入
館
料

別
途
）

▽
体
験
時
間
　
約
20
分

◆
令
和
２
年
度
「
友
の
会
」
会
員

募
集

　
芸
術
鑑
賞
が
趣
味
の
幅
広
い
年

齢
層
の
方
を
募
集
し
ま
す
。（
市

内
外
不
問
）

▽
特
典
　
❶
同
館
開
催
の
展
覧
会

が
無
料
❷
京
阪
神
や
四
国
の
展

覧
会
情
報
を
送
付
❸
見
学
会
な

ど
友
の
会
主
催
の
行
事
に
参
加

▽
申
込
方
法
　
入
会
申
込
書
に
会

費
を
添
え
て
持
参
な
ど

▽
会
費
　
年
額
１
０
０
０
円

◆
臨
時
休
館
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、５
月
６
日
（
水
・
休
）

ま
で
臨
時
休
館
し
ま
す

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

相
談（
先
着
３
人
、１
人
30
分
）

▽
日
時
　
５
月
14
日
（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

問
市
民
協
働
課
☎
43
・
５
２
４
４

空
き
家
バ
ン
ク
の
休
日
相
談

（
要
予
約
）

▽
内
容
　
空
き
家
バ
ン
クへ
の
登
録
・

利
活
用
に
関
す
る
相
談
な
ど

▽
日
時
　
５
月
16
日
（
土
）

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

▽
場
所
　
市
役
所
本
館

▽
予
約
締
切
　
５
月
８
日
（
金
）

午
後
５
時

※
平
日
も
相
談
可

問
ふ
る
さ
と
創
生
課

　
☎
43
・
５
２
０
５

洲
本
公
証
役
場

日
曜
無
料
相
談（
要
予
約
）

▽
内
容
　
公
正
証
書
遺
言
に
関
す

る
相
談
や
任
意
後
見
契
約
な
ど

第
１
９
２
回
神
代
天
体
観
測
会

「
半
月
を
見
よ
う
」

▽
日
時
　
５
月
31
日
（
日
）

　
午
後
７
時
30
分
～

▽
場
所
　
神
代
小
学
校

※
保
護
者
同
伴
。天
候
不
良
時
は

神
代
公
民
館

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　
☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

阿
波
お
ど
り
体
操

　
５
月
２
日
（
土
）
に
開
催
を
予

定
し
て
い
た
「
第
１
２
７
回
講
習

会
」
は
中
止
し
ま
す
。

◆
第
94
回
・
第
95
回
講
座

▽
日
時
　
５
月
14
日（
木
）、28
日（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

▽
費
用
　
１
０
０
円

問
阿
波
お
ど
り
体
操
振
興
協
会

　（
出
田
）
☎
55
・
１
１
１
１

生
活
困
窮
者
の
相
談
事
業

▽
対
象
者
　
市
内
在
住
で
経
済
的

な
問
題
な
ど
で
生
活
に
お
困
り

の
人
（
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
人
は
除
く
） 

▽
事
業
内
容

❶
自
立
相
談
支
援
事
業

　
専
門
の
相
談
員
が
相
談
を
受
け

て
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か

を
相
談
者
と
一
緒
に
考
え
、
具
体

の
大
切
な
契
約
の
相
談

▽
日
時
　
６
月
７
日
（
日
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所
　
洲
本
公
証
役
場

問
洲
本
公
証
役
場

　
☎
24
・
３
４
５
４

夜
間
法
律
相
談

　
兵
庫
県
弁
護
士
会
で
は
、
弁
護

士
と
精
神
保
健
福
祉
士
に
よ
る
無

料
電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
毎
月
第
２
・
第
４
日
曜

日
の
午
後
５
時
～
９
時

▽
相
談
料
　
無
料

※
回
線
数
の
都
合
で
電
話
が
つ
な

が
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

問
兵
庫
県
弁
護
士
会

　
☎
０
７
８
・
３
４
１
・
９
６
０
０

文
化
・
ま
な
び

催
　
し

相
　
談

　 5 月の無料相談
市民無料法律相談（先着９人）
◆内容　弁護士による相談（１人20分）
◆日時　12日（火）・28日（木）13:30～16:30
◆場所　市役所本館
問市民協働課☎43-5244（予約必要）
若者就労相談
◆対象　仕事に就いていない15～49歳ま
　での働く事に悩みをもつ若者とその家族
◆日時　27日（水）
　❶13：00～❷14：00～❸15：00～
◆場所　市役所2階相談室
問あかし若者サポートステーション
　☎078-915-0677（予約必要）
司法書士会による相談（先着８人）
◆内容　登記・成年後見・法律の相談
◆日時　20日（水）18:00～21:00
◆場所　洲本市文化体育館
◆申込　武田司法書士事務所 武田まで
　　　　☎25-3230（予約必要）
行政書士による相談（先着３人）
◆内容　農地法・相続・許認可・契約関係
◆日時　11日(月）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　行政書士宮崎宏明事務所
　　　    ☎42-5968（予約必要）
住宅の耐震相談会
◆内容　住宅の耐震診断・改修などの相談
◆日時　27日（水）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　角建設計☎22-7705（予約必要）
ひとり親家庭相談
◆内容　母子・父子家庭や寡

か

婦
ふ

への相談
◆日時　毎週月水金の９:30～16:30
◆相談　子育てゆめるん課☎43-5219
家庭児童相談
◆内容　子育て・不登校・いじめなどの相談
◆日時　平日の９:30～16:30
◆相談　子育てゆめるん課☎43-5239
妊娠・出産・子育て相談
◆日時　 ❶平日の8：30～17：15
　　　　❷平日の9：00～16：00
◆相談　❶健康課☎43-5218
　　　　　子育てゆめるん課☎43-5219
　　　　❷子育て学習・支援センター
　　　　　☎42-7703
教育相談窓口
◆日時　11日（月）13:00～15:00
◆場所　洲本総合庁舎１階会議室
問教育相談窓口☎22-4152（予約必要）
農地相談（先着4人）
◆内容　農地に関する相談 
◆日時　22日（金）13:00～16:30
問農業委員会事務局☎43-5236（予約必要）

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
窓
口

日
時
　
平
日
の
午
前
９
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
４
時

場
所
　
市
役
所
本
館
２
階

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
43
・
５
０
９
９

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
用
心

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
便
乗
し
た

悪
質
商
法
に
ご
注
意
！

　
市
役
所
や
銀
行
な
ど
の
機
関
に
な

り
す
ま
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
を
口
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
手
口
の
勧

誘
事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

【
例
】

●
行
政
か
ら
の
委
託
で
消
毒
に
行
く

と
の
電
話

●
銀
行
を
名
乗
り
、
暗
証
番
号
な
ど

を
聞
き
出
す
電
話

●
マ
ス
ク
を
配
布
す
る
と
の
メ
ー
ル

【
注
意
点
】

　
お
か
し
い
と
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に

返
事
を
し
な
い
で
ご
家
族
や
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

オニオンタワー有料広告募集

20 文字以内をスクロール表示する場合を
１枠として１枠あたりの料金です。

　 　１週間　　　　８，０００円
　 　１カ月間　　３０，０００円
　 　３カ月間　　８５，０００円
　 　６カ月間　１６０，０００円
　 　１年間　　３００，０００円 問広報情報課☎43‐5206

市のホームページに、お店の宣伝や求人情報
などを出しませんか？

南あわじ市公式ホームページ
バナー広告を募集中

　  　掲載料金
   １カ月　　10,000 円（月額）
12 カ月継続してご契約された場合は ･･･
 12 カ月　100,000 円（年額）                         

問広報情報課☎43‐5206

※新型コロナウイルス感染症の影響により、行事の中止や施設の休館など、情報瓦ばんの掲載内容に変更が生じる場合が
あります
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※放送内容を変更する場合があります。予めご了承ください

　くすのきだんちのまえにわ
に、ロッキングチェアがおい
てあります。かんりにんのも
ぐらの「もぐ」がそれにすわる
と、きもちよくてすぐにねてし
まいます。「もぐ」がはっと、目
をさますと、そこにしらないこ
ぶたがたっていました。ちが
うことをみとめあう住人たち
の、やさしくあたたかいおも
いやりが心にしみる、くすの
きだんちシリーズ第９弾。

くすのきだんちの
ねむりいす

　１３０年におよぶ時代・場
所・境遇を横断して、世界の
驚くべき多様な女性を描き
出す。「ナショナル　ジオグラ
フィック」が記録してきた写
真コレクションから４００枚
を収録。現代の女性のパイオ
ニアたちのインタビューも掲
載。５０以上の国・地域を横断
し、世界中の女性たちの生き
方、思いもかけない人生の在
り方を知ることができる。

Ｗｏｍｅｎ
ここにいる私

大鐘　稔彦／著
（幻冬舎文庫）

　あの子に読んでほしい本、
ありますか？大切な人へ本を
すすめる４つのストーリーを
収録。いつも人形をかかえて
いる、ふしぎな同級生を描い
た「クロエ・ドール」をはじめ、
「図書館と昆虫（こんちゅう）
の森」、「パワーストーン」など、
本の紹介をテーマにした作品
集。
　

きみが、この本、
読んだなら
戸森　しるこ　他／作
（さ・え・ら書房）

ナショナル　ジオグラフィック／編著
（日経ナショナル　ジオグラフィック社）

武鹿　悦子／作
（ひかりのくに）

　鉄心会の離島の病院に院
長として着任した佐倉周平
は、実の娘と認めた中条三宝
を受け入れ、「姪」と偽り手術
室に勤務させる。ある日、産婦
人科医智念陽一郎の姉の朝
子が佐倉の前に現れる。「国
境なき医師団」の看護師とし
て世界を飛び回る朝子に佐
倉は心穏やかではない。「孤
高のメス」の姉妹編とも言う
べきベストセラーの完結篇。

※放送内容を変更する場合があります。予めご了承ください

　テレビリモコンの『番
組表』を押すと、１週間分
の番組内容が表示され
ます。また、録画機で簡単
予約も可能！

『詳しく番組内容を知り
たい！』そんな時は・・・

※市のホームページでも
番組表を確認いただけま
す

EPG（電子番組表）

　　　
170シリ

ーズ

『
37
年
ぶ
り
に
女
性
主
遣
い
誕
生
』

　淡路人形座の人形遣い吉田千
せんこう

紅さん（本名：谷間
千里さん）は2012年に入座し、稽古を重ね、2020
年に人形の主遣いとして舞台に立ち始めました。同
座で女性の主遣いが誕生したのは37年ぶりです。
　３人が心を一つにして人形を遣うことはとても難
しく、人間以上に力強さや美しさを表現できる一人
前の人形遣いになるには「足８年・左手８年・かしら
は一生の修行」と言われるほど、長年の厳しい修行
を積まなければなりませ
ん。いろんな役柄に挑戦
して、一人前の人形遣い
をめざしています。
　　　　　　　   

１日（金）～６日（水）、
11 日（月）、18 日（月）、
25 日（月）、
29 日（金）月末整理日

５月の休館日

緋色のメス　完結篇

今月の地域
おこし協力隊

　美菜恋来屋では、安心・安全・新鮮な農産物を中心に淡路島
産の食料品を取りそろえています。生産者・
消費者の食を支える地域のインフラとして、
地元に愛される直売所をめざしています。
　換気や消毒液の設置などの感染症対策
も行っています。

さ ん さ ん ニ ュ ー ス

５月 ４日（月）

・母子健康手帳アプリ「ゆめるんアプリ」を活
用しよう！

・心とカラダをリフレッシュ♪　いきいきチャ
レンジ

５月11日（月）

・あわじオープンガーデン　～第１弾～

月曜日～金曜日　7：30更新
■放送　7：30～、12：30～、16：30～、　
　　　　19：30～、22：30～

撮 っ て お き ☆

５月 ４日（月）～５月10日（日）

・ 津幡町提供番組「つばた寄席」

５月11日（月）～５月17日（日）

・平成29年放送分再放送
　淡路だんじり唄コンクール ～その①～
　【全２回】

５月18日（月）～５月24日（日）

・平成29年放送分再放送
　淡路だんじり唄コンクール ～その②～
　【全２回】

毎週月曜日　8：00更新
■放送　8：00～、１3：00～、20：00～

○
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載

大
会
結
果

みんなの図書館
今月のおすすめ本

問市立図書館☎53-0234　
　開館時間／9：30～19：00
　ただし、日曜日・祝日は、17：00まで
　※広田・湊地区公民館図書室は土曜日も17時まで

　
　
　
　
　

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

第
40
回
南
あ
わ
じ
市
一
般

（
第
９
回
男
女
混
合
）
６

人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
３
月
29
日
・
南
あ
わ
じ
市
三
原
健
康

広
場
体
育
館
）

１
部

①
エ
ー
ス
ア
タ
ッ
カ
ー
ズ

②
Ｗ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｅ 

Ｐｅａｃ
ｈ 

桃

２
部

①
Ｗ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
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Ｐｅａｃ
ｈ 

白

②ｙｅ
ｌ
ｌｏｗ 

ｂｅａｒ

★
大
会
結
果
は
市
大
会
規
模
以

上
を
対
象
。
大
会
主
催
者
お

よ
び
関
係
者
か
ら
の
情
報
提

供
に
基
づ
き
作
成

問
広
報
情
報
課

　

☎
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・
５
２
０
６
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・
５
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kouhou@city.m
inam

iawaji.
　
　

hyogo.jp

　防災行政無線の戸別受信機の AC ランプは
音声受信中に緑色で「点滅」しますが、待機時
に受信状況が悪くなった場合も緑色で「点滅」
します。
　待機時に AC ランプが緑色で点滅する事象が
頻繁に発生する場合は、設置場所を変更し受信
状況を改善する必要がありますので、危機管理
課までご連絡ください。
　また AC ランプが点灯している場合でも、音
声がつぶれて聞こえにくい場合があります。そ
ういった場合も受信状況を改善する必要があり
ますのでご連絡ください。
　そのほかのランプの点灯等については設置時
にお渡しした【戸別受信機の各部の名前とはた
らき】をご覧ください。
問危機管理課☎ 43-5203

緑色に点滅していませんか？

防災行政無線の戸別受信機の
ランプの確認を！

スマホから「広報南あわじ」と「南あわじ
市議会だより」をご覧いただけます

　行政情報アプリ「マチイロ」をダ
ウンロードすることで、スマートフォ
ンなどから「広報南あわじ」・「南あ
わじ市議会だより」をご覧いただけ
ます。

料金
　無料（通信費は利用者負担）

注意点
  「マチイロ」は㈱ホープが運
営するアプリです。広告が表示
されますが、その内容に南あわ
じ市は一切関係ありません。

問広報情報課☎ 43-5206 ／議会事務局☎ 43-5005

美菜恋来屋へお買い物にお越しください
（食の拠点推進課　南あわじ地域おこし協力隊　松岡）　図書館の休館によ

り、市民交流センター
での予約図書の取次
サービスも、開始を
延期しています。
　開始時は市のホー
ムページ等でお知ら
せします。

問広報情報課映像制作係
☎43-2345さんさんネット

コミュニティチャンネル
5月番組の見どころ
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  5月の健康カレンダー
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● 認知症を支える家族の会　スマイル
認知症の介護の悩みを話し合える場
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　
13 水 14：00 ～ 15：00 　中央公民館２階

※詳しくは、地域包括支援センター（☎43-5237）まで

● スマイル ( 認知症 ) カフェ   　※申込不要
認知症の人とそのご家族、地域の人誰もが集える場
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　

28 木 14：00 ～ 16：00 　いちばん星
　（市福永572）

● こころやすらぐひろば   　※申込不要
精神疾患を抱える人とそのご家族らの交流を深める広場
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　
24 日 13：00 ～ 16：00 　いちばん星

　（市福永572）

※詳しくは、福祉課（☎43-5216）まで

● 家族教室  　※申込不要
精神疾患を抱える人のご家族らが交流を深める場
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　
13 水 14：00 ～ 16：00 　いちばん星

　（市福永572）

● 阿波踊り体操 （いずみ会主催）
感染症対策のため、５月の阿波踊り体操は中止します。
※各種教室・相談のお問合せは、健康課（☎43-5218）まで

 休日応急診療所（賀集地区公民館横☎53-1536）時間外診療病院
月 平 成 病 院

火
平 成 病 院
八 木 病 院

水
中 林 病 院
南 淡 路 病 院

木 翠鳳第一病院

金 中 林 病 院

土 翠鳳第一病院

平日18:00～23:00
土曜13:00～23:00
※当直医によって専
門以外の診療はでき
ない場合があります

● 献血
  日　　曜日　   　　 受付時間 　場所　

13 水 10：00 ～ 12：00
13：15 ～ 16：00 市役所本館

● 健康相談
感染症対策のため、５月の健康相談は中止します。

小児救急医療
◆小児夜間救急電話センター
毎日午後 10 時～午前６時までの間、医師が輪番で小
児夜間救急診療を行っています。
問小児夜間救急電話センター☎ 44-3799
※このサービスの通話は、お客様応対の品質向上の
　ために録音させていただきます
◆休日小児救急診療
日曜・祝日・年末年始の休日、みなと元気館内の洲
本市応急診療所において、小児科医の輪番による小
児救急診療所を開設しています。予約は不要です。
受付時間　9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 16:30
問洲本応急診療所☎ 24-6340

診察日  9：00 ～11：30
13：00 ～16：30 18：00 ～ 21：30

３日（日） 畑 田 卓 也 医師 畑 田 卓 也 医師

４日（月） 福 原 正 博 医師 穀 内 純 江 医師

５日（火） 宮 﨑 美 枝 医師 鈴 木 俊 示 医師

６日（水） 村 野 謙 一 医師 平 山　 毅 医師

10日（日） 細 川 裕 平 医師 細 川 裕 平 医師

17日（日） 鈴 木 俊 示 医師 日 笠 久 美 医師

24日（日） 細 川 裕 平 医師 細 川 裕 平 医師

31日（日） 富 本 喜 文 医師 友清龍一郎 医師

※健康課の教室・相談等の中止や延期に
ついては、市ホームページでもご確認
いただけます。

　問健康課☎43-5218予防接種を受けて健康を守ろう

　感染症は、ウイルスや細菌などにより引き起こされる病気のことです。
中には、子どもの命にかかわるものや、重い後遺症を残す恐れのあるも
のもあります。
　赤ちゃんは産まれる時、病気に対する抵抗力をお母さんから分けても
らいますが、数カ月程度でその力は消えてしまいます。
　予防接種は、病気の原因となるウイルスや細菌の毒素を弱めるなどし
たワクチンを作り、これを体に接種することで病気に対する免疫をつけ
ます。病気の発症を予防したり軽症化することができます。

　予防接種は何のため？

　南あわじ市での予防接種

　予防接種法という法律に基づいて行われる「定期予防接
種」と、市の行政措置として費用の一部を負担する「行政
措置予防接種」を実施しています。
　対象となる人には個別に通知をしています。ワクチンご
とに接種年齢が異なり、また複数回受ける必要があるもの
もありますので、予定を組んで受けることが大事です。

　定期の予防接種医療機関は、市ホームページに掲載して
います。
　令和２年４月以降、医療機関名簿に一部変更があります
ので、市ホームページで確認していただくか、健康課まで
お問合せください。

　南あわじ市の予防接種医療機関

　今年度の定期接種に該当しない 75歳以上の人で、過
去に市の助成を受けて高齢者肺炎球菌予防接種を接種し
ていない人は、行政措置予防接種として定期接種と同様に
3,000 円で受けることができます。接種を希望される人
は必ず健康課までお問合せください。

　高齢者の肺炎球菌予防接種について

予防接種を受ける際の注意点

　次の場合は、予防接種を受けること
ができません。

❶ 37.5℃以上の発熱がある

❷重い急性の病気にかかって
いる

❸予防接種のワクチンに含ま
れている成分で、強いアレ
ルギー反応を起こしたこと
がある

新型コロナウイルスについて
　新型コロナウイルスに関する情報は、２-３頁をご覧ください。また、ひょうご防災ネット
では、防災情報のほかに、新型コロナウイルス感染症に関するお知らせなども配信してい
ます。二次元コードから、スマートフォン用アプリをダウンロードできます。

※他にも予防接種を受けるのに不適
当な場合がありま
すので、かかりつ
けの医師または健
康課までご相談く
ださい

● 乳幼児健康カレンダー　 
内容  日 曜日　　受付時間 場所

４カ月児健康診査

　　感染症対策のため、当面の間
　　延期・中止します。
　　再開となりましたら対象者へ
　　個別に案内します。

10カ月児健康診査

１歳6カ月児健康診査

２歳児歯科健診

３歳児健康診査

就学前５歳児健康診査

強い歯大好き健診

育児相談

食育講座赤ちゃん栄養サロン

遊びの教室（予約制）

発達支援相談（予約制） 7 木 13:30 ～ 　南あわじ市
　保健センター 町ぐるみ健診の日程の延期について

　感染症対策のため、６月～９月に予定していた「町
ぐるみ健診」を１月以降に延期することになりました。
申込者には、日程が決まりましたら受診票を送付しま
す。なお、乳がん検診は、対象者へ５月に受診票を送
付します。
※自覚症状など、ご心配なことがある人は健診を待た
ず医療機関を受診しましょう。
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子育て広場 月

　　　　

　例年なら、元気いっぱいの子どもたちと保護者
の皆さんとともに、さまざまな楽しい季節行事・
交流を行う予定でしたが、かないません。いつも
の毎日が戻ることを楽しみに、みんなで元気に乗
り越えましょう。

●出前ひろば （申込不要、ゆめるんノート、名札持参）
　おもちゃがいっぱいの自由遊びの広場。10:00 ～ 11:15

ひろば名 開設日 場所

みどり 20,22,27,29 南あわじ市
保健センター

せいだん 19,21,26,28 湊地区公民館

みはら 19,21,26,28 働く婦人の家

なんだん 20,22,27,29 働く婦人の家
（場所変更）

令和2年4月10日までの申出分 （敬称略）
※この欄への掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください
※フォントの字形により戸籍記載氏名の字形と異なることがあります

※4月号の正解は『大踊小踊』 。45通の応募がありました

　地元の魚のおいしさ
を 知ってもらおうと、
美菜恋来屋で「あわじ
島●●皿メシ」が販売
されています。鮮魚コー
ナーでは時期によって違う種類の魚が販売されてい
るので、いろんな味が楽しめます。
　●●に入る漢字２文字をお答えください。　　　
　　　　　　　　　　　　　（ヒントは広報 27 頁）

※クイズの正解者の中から抽選で５人に素敵なプレゼントが当たりま
　す！（当選は発送をもって発表にかえさせていただきます）

■応募方法（❶～❺全回答必須）
　❶クイズの答え、❷住所、❸氏名、❹年齢、❺広報やさんさ
んネットコミュニティチャンネル、南あわじ市に対するご意見・
ご感想をお書きの上、広報情報課までご応募ください。
■応募締切 ５月 15 日（金）※消印有効

〒 656-0492 南あわじ市市善光寺 22 番地１
南あわじ市役所 広報情報課広報クイズ係 宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）
kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp
※右の二次元コードを携帯電話のバーコード
　リーダで読み取り、クイズに応募できます

広報クイズ
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５
問ゆめるんセンター（子育て学習・支援センター） 
　 南あわじ市榎列松田747番地3　☎42-7703

●今月の催し　※要申込
行事名・場所 日時 費用等

春の手形アート 
　ゆめるんセンター

21日（木）
22日（金）
26日（火）
27日（水）
28日（木）
29日（金）
13:30～
14:00

各日15組

４月・５月のお誕生日会
　せいだんひろば 26日（火）

出前ひろば
自由遊びの後

11：10～
　みどりひろば 27日（水）

　みはらひろば 28日（木）
29日（金）

●人　口 46,767人（前月比-101人）
　    （男） 22,564人（前月比-34人）
　    （女） 24,203人（前月比-67人）
●世帯数 19,549世帯（前月比+43世帯）
※令和２年4月１日現在

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

井 上　 湊
み な と

翔

片 山　 瑚
こ と

都

宮 本　 始
は る と

歩

津 島　　 絃
いと

黒 田 桃
も も ね

百 音

川 端　　 新
しん

蔭 山　 隼
は や と

翔

塩 谷　 律
り つ と

斗

興 津 い ろ は

上 田　 章
あ き と

翔

仲 野　 心
み く

久

藤 原　 弘
ひ ろ と

都

興 津　 快
か い と

翔

酒 井　 温
の ど か

加

金 山　 拳
け ん し

士

小 西　 令
れ い と

音

中 田　 莉
り あ ら

愛

岡 山　　 新
あらた

山 口　 丸
ま る み

心

酒 林 波
は る ひ

春 妃

西 濱　 友
ゆ い

唯

三 原　 唯
い ぶ き

希

阿 部　 心
こ こ は

春

鯉 森　 星
せ い な

那

増 山 颯
そういちろう

一 郎

男

女

男

女

女

男

男

男

女

男

女

男

男

女

男

男

女

男

男

女

女

男

女

女

男

勝 啓
房 明
義 己
達 也
晃 介
賢 志

徹
恭 史
和 博
拓 央
友 章
政 志
翔 太
正 人
和 也
一 生

宏
博 樹
貴 志
勇 磨
悠 雅
弘 充 
貴 裕
将 也
雄 亮

福 良
広 田

市
志 知
榎 列
榎 列
志 知
賀 集
広 田

市
榎 列
北 阿 万
志 知
神 代
潮 美 台
八 木
八 木
阿 万
榎 列
福 良
阿 万

湊
阿 万
広 田
北 阿 万

３ 月 ４ 日
３ 月 ４ 日
３ 月 ６ 日
３ 月 10 日
３ 月 15 日
３ 月 17 日
３ 月 18 日
３ 月 20 日
３ 月 21 日
３ 月 21 日
３ 月 22 日
３ 月 23 日
３ 月 24 日
３ 月 24 日
３ 月 25 日
３ 月 25 日
３ 月 25 日
３ 月 26 日
３ 月 29 日
３ 月 30 日
４ 月 ２ 日
４ 月 ２ 日
４ 月 ３ 日
４ 月 ３ 日
４ 月 ４ 日

出生

死亡

氏名 年齢 地区 死亡日

安 田　　 進
垣　　 宗 作
門田こはる
山口　宏典
藤本ふさ子
桝本　文子
松浦　利次
乾　　 武 子
竹内　裕子
納　　 周 子

倭 文
湊

倭 文
市

賀 集
榎 列
福 良
松 帆
北阿万
倭 文

94
80
94
76
91
70
59
91
62
87

３ 月 23 日
３ 月 24 日
３ 月 24 日
３ 月 24 日
３ 月 26 日
３ 月 27 日
３ 月 27 日
３ 月 28 日
３ 月 28 日
３ 月 31 日

氏名 年齢 地区 死亡日

武中　利夫
　 田　　 勝
碇　　　 進
欅田あや子
前川夕起子
北岡　孝之
佐野　一彦
田中 守
長尾　典子
松長　輝男

灘
阿 万
榎 列
阿 万
福 良

湊
阿 万
賀 集
神 代
志 知

59
84
87
89
51
85
82
90
49
94

３ 月 31 日
３ 月 31 日
４ 月 １ 日
４ 月 １ 日
４ 月 １ 日
４ 月 ５ 日
４ 月 ５ 日
４ 月 ５ 日
４ 月 ７ 日
４ 月 ９ 日 

氏名 年齢 地区 死亡日

菊川ツヤコ
溝上日出雄
桐原多賀子
杉山たか子
堀　　 洋 雄
岡　　 章 夫
金崎　城男
玉 井　　 實
坂東　公子
堀田　好美

湊
福 良
福 良

市
阿那賀
松 帆
志 知
榎 列
賀 集
八 木

87
73
72
95
71
88
103
92
81
59

３ 月 14 日
３ 月 14 日
３ 月 15 日
３ 月 16 日
３ 月 17 日
３ 月 19 日
３ 月 20 日
３ 月 21 日
３ 月 21 日
３ 月 21 日

結婚

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 婚姻日

山岡　　充（大阪府）

清水　寛貴（洲本市）

馬詰　雄貴（志　知）

田中　雄樹（阿　万）

岩野　恭平（神戸市）

高田　真吾（　市　）

山本つかさ（大阪府）

青野　文美（徳島県）

三廉　勝子（松　帆）

太田奈津美（洲本市）

太田　光咲（三田市）

三善　春奈（北阿万）

３ 月 ９ 日

３ 月 15 日

３ 月 16 日

３ 月 16 日

４ 月 １ 日

４ 月 ７ 日

●ふれあいプレイルーム （平日9：30～15：30）
　（申込不要、ゆめるんノート、名札持参）

場所 内容

ゆめるんセンター 公園に出かける感覚で、親子で遊ぶことができま
す。赤ちゃんは、体重・身長測定もできます。

※５月８日までは、園庭のみの利用となっています

　「こどもあんしんネット」に登録する
と、最新のゆめるん通信がメールで届
きます。右の二次元コードから簡単に
登録ができます。

●子育て相談 （平日9：00～16：00）
　 一人で抱え込まず、日々の少しの悩み、不安に思うことが
あれば相談してください。個室で相談をお聞きすることもで
きます。気軽にお電話くださいね。

※４月 17 日現在の行事予定を掲載しています。定員に達している場合はご了承ください
※ センター利用の際は、参加者全員、ご家庭で検温していただき、発熱がないことを確認してからお越しください

ゆめるんはお家で絵本をよんだり、おもちゃで遊んだり
します。お家の人と外遊びも楽しみます。遊んだあとは
手洗いをしっかりしましょうね。
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　生活困窮者や火災などの被災者に対して、市内の電気店
が不要となった家電製品を無償提供し、自立や生活再建を
支援する「まちの電気屋ネットワーク事業」が４月１日から
スタートしました。
　同事業では、南あわじ市が市社会福祉協議会に無償貸与
した倉庫に、登録店が回収した中古家電を保管。市の生活
困窮者自立支援制度に基づく支援を受けている人や、火災
によって住宅や家財を失った人に対して、市社会福祉協議会
が市と協議の上で必要性を判断し、家電製品を無償提供す
るほか、必要に応じて設置の支援も行います。
　３月 11日には同事業の登録店と市、市社会福祉協議会
の三者で協定を締結。登録店の代表で、同事業の発起人で
ある喜田進さんは「人助けになればいい。まだ動き出した
ばかりだが、島内全域にこの事業が浸透してほしい」と話し
ていました。

生活困窮者や火災被災者へ支援を

まちの電気屋ネットワーク事業開始

01 協定書を交わした三者の代表者ら
02 市社会福祉協議会で保管している中古家電

南あわじ市地域魅力プロデューサー

清川あさみさんが魅力発信に協力
　南あわじ市出身のアーティスト、清川あさみさんが「南
あわじ市地域魅力プロデューサー」に就任しました。
　同プロデューサーは、市の地域資源の魅力を向上させる
ことで交流人口の拡大や地域活性化を図ろうと、このたび
新設されました。
　清川さんは高校卒業後に上京し、2001年に初の個展を
開催。2003年より写真に刺しゅうを施す手法を用いた作
品の制作を始め、代表作に「美女採集」シリーズがあります。
　３月27日に淡路人形座で委嘱状交付式が行われ、守本
市長から委嘱状を受け取った清川さんは「南あわじ市は渦
潮や淡路人形浄瑠璃など、たくさんの宝物が詰まっている
場所。ふるさとで魅力を発信できることは光栄」と話しま
した。
　任期は４月１日からの５年間。今後、淡路人形浄瑠璃の
演出など、市の魅力発信に協力いただきます。

毎日食堂で開催された子ども食堂

時事通信社賞優秀賞を受賞した松浦さん

　３月21日、松帆にある毎日食堂で「子ども食堂」が開かれました。
　子ども食堂は、「食」を通して命の大切さを学び、みんなで食べる楽
しさを分かち合ってもらおうと、同店の石井美也子さんが企画。この日
は約30人が参加し、大人と子どもが一緒に参加できる料理教室などが
行われました。料理教室では無農薬の食材を使用し、参加者らは自分た
ちで作ったみそ汁や、羽釜で炊いたご飯を楽しそうに食べました。
　石井さんは「おいしいものを食べて、自然と笑顔があふれる場を作る
ことができればうれしい」と話していました。
　子ども食堂の参加費は、大人は500円で、18歳以下と70歳以上
は無料。今後の開催情報は、同店のインスタグラムやフェイスブックな
どに掲載されます。

子どもたちに楽しく食育を

毎日食堂が「子ども食堂」を開催

　「学ぶ楽しさ日本一」をめざし、市内の小学校で実施しているアフ
タースクール事業。同事業の一環として、昨年１１月８日に日本語検
定を受検した八木小４年（受検当時）の松浦稜華さんが４級の認定を
受けるとともに、時事通信社賞優秀賞を受賞しました。
　日本語検定は、どれだけ日本語を正しく使えているかの総合的な能
力を測る検定試験で、４級は中学校卒業レベルが目安。時事通信社賞
は、各級の認定者の中から年少者５人程度が表彰されます。
　松浦さんは「漢字が苦手なので特に頑張った。これからも何でも楽
しく頑張って、１級に受かりたい」と話していました。

　４月４日より、美菜恋来屋のフードコートで南あわじ産魚を使用し
た「あわじ島海鮮皿メシ」の販売が開始されました。
　「あわじ島海鮮皿メシ」は鮮魚コーナーで購入した刺身を、ご飯と
みそ汁のセット（300円）に盛りつけて完成。タマネギスライスや
特製タレが味を引き立てます。市の水産アドバイザーの上田勝彦さ
んの助言により平皿が使用され、どこから食べても具とご飯が同じ
分量で味わえるように工夫されています。
　店長の茱

ぐ み
萸健太さんは「グレやホウボウなど、あまり知られてい

ない地魚もあるので、多くの人に知ってもらいたい」と話していま
した。

2019 年度第２回日本語検定

美菜恋来屋で地元の魚を味わおう

松浦稜
い ず は

華さんが優秀賞を受賞

「あわじ島海鮮皿メシ」を販売開始

美菜恋来屋で販売しているあわじ島海鮮皿メシ

守本市長（左）から委嘱状を受け取った清川さん

02

01
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　南あわじ市では、より多くの人にマイナンバーカー
ドを取得していただけるよう、市役所本館１階に「マ
イナンバーカード申請特設ブース」を設けています。
専門スタッフが常駐してマイナンバーカードの申請を
受付します。

■特設ブースでの申請受付について
　日時　平日の８：30～ 17：15
　所要時間　１人約５分（写真撮影含む）
　必要なもの　通知カード、本人確認書類２点（顔
　写真付き1点＋保険証等1点）
※写真は無料で撮影します
※申請から受取までは約２カ月かかります
※カードの受取は本人限定受取郵便（本人に限り、受取
が可能）となります
※必要なものをお持ちでない場合でも、申請受付は可能
ですが、カード受取のため、再度お越しいただく必要
があります

マイナンバーカードの申請特設ブースを設置しています
問総合窓口センター☎43-5212

 お知らせ
　法改正に伴い、令和２年５月 25日（予定）より
マイナンバーの「通知カード」は、紛失による再交
付や氏名、住所等に変更が生じた際の記載変更を行
うことができなくなります。再交付や記載変更等を
ご希望の人はお早めにお願いします。
※記載事項が最新の「通知カード」以外はマイナンバー
を証明する書類としてお使いいただけなくなりますの
でご注意ください

ゆめるんアプリとは
　妊娠期～未就学児がいる子育て世代向けの無料アプリ（通信費は利用
者負担）です。妊娠・出産・子育てに役立つ機能が満載です。右の二次
元コードからダウンロードいただけます。
※「ゆめるんアプリ」は母子健康手帳に代わるものではありません。乳
幼児健診・予防接種の際は、必ず母子健康手帳をお持ちください。

母子健康手帳アプリ「母子モ」
（ゆめるんアプリ）を導入しました

各種制度やサービスのご案内
・妊娠・育児時期にあった各種助成制度の情報や
手続き方法のご案内
・市役所からの各種お知らせの配信

記録・管理
・妊娠中の体調や体重の記録をグラフ化
・胎児や子どもの成長記録をグラフ化。身長体重
曲線による肥満・やせの程度を確認できる
・予防接種の標準接種日の自動表示、接種予定や
実績管理、受け忘れ防止アラート機能
・妊婦健診や子どもの健診データを記録

情報提供・アドバイス
・出産・育児に関する基礎情報、妊娠週数や子ど
もの月齢に合わせた知識やアドバイス
・沐浴や離乳食の作り方などの動画
・病院、公園、子育て施設など周辺施設のご案内

育児日記
・子どもの成長を写真と一緒に記録

問健康課☎43-5218

Google Play App Store

主な機能

ピンクの法被が
目印です

※本紙は 4月 20 日時点での情報を掲載しています。新型コロナウイルス感染症の影響で、紙面に掲載した内容が変更
となる可能性がありますので、ご了承ください。
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